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平 成 1 3年度富山大学入 学式が， 去 る 4月 10 日 （火） 午
前 10時30分 か ら 富山市芸術文化ホ ー ル に お い て挙行され
ま し た 。
式 に 先立 ち ， 富 山大学ギターマ ンドリ ン ク ラ ブ に よ り，
リ チヤ ー ド・ ロ ジャー ス 作曲 の 「私 の お気に 入り」 と
「す べ て の 山 に 登れJ の 演奏が あり， 式 場 を厳粛な雰囲
気にさせ ま し た。
式 は ， 関係部局長が列席す る 中 ， 最初 に 能登谷副学長
が ， 学 部 学 生 1 ,5 3 7 人 ， 3 年 次編入 学 生 77 人 ， 大学院
（修士・博士前期課程） 生306人， 大学院 （博士後期課程）
生2 3 人 ， 計 1,943 人 （外国 人留学生87人 を 含む。 ） に 入 学
許可 を宣言 し ， 「 各自 が課題 を 設定・追求 し ， 能 動 的 に
取り組む こ と で 個性 に輝 く 学び の 成果が得 ら れ る 。 各自
の 生 き 方 に つ い て思索 し 精神 の自立 を図ってほ し い 。
初心 を忘れ る こ と な く ， 勉学 に精励 し ， 人 生 の有意義な
時 を過ごされ た いJ と の 時津学長 の告辞 を 代 読され ま し
た。
こ れ に 対 し ， 教育学部学校教育教員養成課程大重絵美
里さんが新 入 生 を 代表 し て「入学生 一 同 は ， 在学 中 ， 学
則 を 守り， 自己 の研績 に 努め， さ ら な る 未来への展望 を
広げ る と と も に ， よ り一層の学識 を深め る よ う 努力 し ま
す。 」 と 宣誓 し ， 無 事 に式 を 終了 し ま し た。
｜入学式における学長告辞（全文）｜
新 入 生 の 皆さん， 入学おめで と う ござ、い ま す。
富 山大学 は ， 本 年 度， 1 ,943名 の 入 学 生 を 迎 え ま し た 。
こ の 中 に は， 三年次 に編入学する 77名 ， 大学院修士課程・
博士 前期課程 に 入 学 す る 306名 大学院博士後期課程 に
入学す る 2 3 名 ， さ ら に留学生87名 が含 ま れ て い ま す。
若 い 活力に満ち た皆さん を ， 私た ち の仲間 と し て迎 え
た こ とは， 富 山 大学 に と って大き な喜びで あり， 全教職
員 を 代表 し て心 か ら お祝 い と 歓迎 を申 し 上げ ま す。
富 山大学で学ぶ こ と を志 し ， 努力 を 重ね， 厳 し い 受験
競争 に打ち勝って， 晴れて こ こ に 富 山大学 の 学生 と なっ
ま た ， 式終了後， 富山大学合唱団が「富山大学歌」
（森川勝彦作曲） 及 び「花」 （瀧廉太郎作曲） の 2 曲 を 合
唱 し ， 続 い て 富山大学 フ ィ ルハーモニー管弦楽団が「ラ
デッキィ一行進曲」 （ ヨ ハ ン・ シ ュト ラ ウス 作曲） 及 び
「威風堂々」 （エルガ一作曲） の 2 曲 を 演奏 し ， 新 入 生 を
和 ませ ま し た。
そ の 後， 学部学生 に 対 し て は ， 教養教育及び学生部・
保健管理セ ンター のオリ エ ンテー シ ョ ン が実施され ま し
た 。
な お ， 式開始前 にば， 会 場周辺 にサー ク ル の 学生 が 多
く 集 まり， 新 入 生 に加入 を勧めて い ま し た 。
A宣誓す る 教育学部の 大重絵美里さん
た皆さん の喜びは も ち ろんの こ と ， ご家族の皆様の喜び
も ひ と し お大き い も の で あった と 思 い ま す。
富山大学 は 人文学部， 教育学部， 経済学部， 理学部，
工学部 の 五 つ の 学 部 か ら なり， 人 文・社会 系 と 自然科学
系 を 有 す る 総合大学です。
ま た， 人 文科学， 教育学， 経済学 の大学院各研究科修
士課程， 理学 と 工学 を融合 し た大学院理工学研究科博士
課程が設置され て い ま す。
富山大学 のキャ ン パ ス に は ， 学生， 教職員合わせて ，
約一万名 が活動 し て おり， 大学 は大き な コ ミュニテ ィ ー
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と し て ， そ の使命 を果たすべ く 日 夜 努力 し てい る と こ ろ
で あ り ま す。
大学は， 教育・研究と 社会貢献 の三つを使命 と し て 学
問 を す る と こ ろで あ り ま す 。 学問 と は， 自ら問いかけ学
ぶ こ と に よ り ， 絶 え ず問題意識 を持ち ， 課題 を追求 し ，
幅広い知 識 の 知恵化 をはか り ， 自ら身 に つけ る こ とで あ
り ま す。 そ の結果， 優れた人格 の 形 成 を も たら し ， 専 門
能力 を具備 し た豊か な 人 間性 と創造性 を培い， こ れ が 人
生 の継続的 な エ ネ ルギー源 と な り ， 自らの 表現力， 思考
力， 創造力 と し て社会貢献 に つな が る も の と 考 え ま す。
そ の た め， 教員 は皆さん に 対 し て ， 絶えず新 し い 知 識
を 教授 し ， 興味 を持たせ， 能力を引き 出すため， 研究と
教育 を 表裏一体 と し て ， 先端的研究， 発展的 な 教育方法
を情熱 を もって教授 し ， 有 能 な 人材 を 社会 に搬出すべ く
努力 を し て お り ま す。
富 山大学 には， 2 1 世紀 を担 う ， 地域 に根ざ した国立大
学の道標 と な る 理念， 特色． 社会的存在意義 を 明確 に す
る ため， 五つの住からな る 大学 の 基 本理念が あ り ま す。
そ れは，
生命を尊重 す る共生 の精神
一 社会 と共栄す る 学術研究の推進
一、 豊か な 人間性 と 創造性 を培 う 教育
四、 地域社会や国際社会への貢献
五、 たゆ ま ざ る 自己啓発・自己改革
で あ り ま す。
現在， こ れら の 理念 に 基 づいて， 中・長期 目 標 を具体
化 す る こ と に よ り ， 教育活 動 の 質 的向上 と ， 研究活 動 の
活性化 ・ 効率化 を図 り ． 地域・ 国際社会の諸課題 に 応 え
られ る 体 制 に向けた， 大学改 革 を 推進 し てい る と こ ろで
あ り ま す。
今， 日 本 の大学 には， 国際的 に競争で き る 個性 的 な 教
育が求められて お り ， 大学 の 現状 を 分析 し ， そ れ に 対応
し た改革が進められ て お り ま す。 ま た一方で， 国 立大学
の独立行政法人化 の問題 も具体的 に検討され て お り ま す。
こ の よ う に ， 大学 を取 り 巻 く 環境は厳 し く ， そ の 存亡 を
かけて， 社会 の 要請 に 応 え て 行 かねばな り ま せん。
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そ のため には， 大学 の一人一人 が こ の新たな 理念・ 目
標 の も と に 結集 し ， そ の 目 的達成 に向けて 日 々精進が必
要で あ り ， 皆さん に も大学 を 構成す る一員 と し て ， そ の
と と を 理 解 し ， よ り よい富 山大学作 り に 協力され る よ う
期待いた し ま す。
皆さんは， こ れ ま で の 小 学校， 中 学校， 高 等学校では，
受け身 の 知 識 を 中 心 と し た勉学 を し て き た と 思 い ま す。
大学ではさら に幅広い知識 をベース と し て ， 各自が学問
の課題 を 設定・追求 し て 能 動 的 に取 り 組み， 自らの思考
に よって個性 に 輝 く 学 び の 成果が得られ る こ と を望み ま
す。
そこで， 課題解決 に向けて ， 様々な情報 を 積極的 に 入
手 す る と 共 に ， 過去の 学 習 に よって構築 し た自分 の 知 識
をベース と し て ， 適切な 解決方法 を探究し ま す。 大切な
の は ， 日頃から色々 な こ と に興味 と 関心 を 持ち ， 課題 に
対 し て， ねば り 強い追求意欲 を も ち 続け る こ と が必 要で
す 。
新入 生 の皆さん， ど う ぞ常 に 知 的好奇心 を持ち ， 理性
を研ぎ澄 ま し ， 美 し い も の ， 優 し い も の に感動す る 感性
を磨いてほ し い と 思い ま す。
皆さん に と って かけが え の な い青春時代 を ど の よ う に
過ごす か ， ま た， 大学で良い友人， 教員 にめぐ り 会 う こ
と が， 皆さん の 人 生 にとって大い に 意 義 あ る も の と 信 じ
ま す。
本日， 皆さん に 入 学 の挨拶がで き る こ と も ， 長 い 人 生
の 中 での一人一人 の出会 いであ り ま す。 こ の 出会 い を大
切 に し ， 初心を忘れ る こ と な く ， 若い力で勉学に精励 し ，
2 1 世紀の担い手 と し て羽ばた く 素地 を築いて く ださい。
人 生 の 中で， 最 も 自由で実 り 多い青春 を ， 立 山連峰、
日 本海な ど 山 と 海 に固 ま れた美 し く 豊か な自然潔境 の 下
で，快適で健康な学生 生 活 を お く られ る こ と を 期待 し て
告辞 と いた し ま す。
平成 1 3年 4 月10日
富 山 大学長
時 津 貢
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（省 令） （告 示）
0 学校図書館法施行規則 を 廃止す る 省令 （文部科学67)
（平成 1 3 .4.26官報第3 104号）
0 平成 13年度学校図書館司書教諭講 習 実施要項 を 定め
る 件 （文 部科学59) （平成13 .4.3 官報号 外 第68号）
0 義務 教育費 国庫負担法第 2 条但書の規定 に 基 づ き 教
職員給与費 等 の 国庫負担額の 最高限度 を 定める 政令施
行規則及び公立養護学校整備特別措置法施行規 則 の 一
部 を 改正す る 省令 （同68) （向上）
0 科学研究費 補助金取扱規定 の一部 を 改正す る 件 （同
72) （平 成 1 3 .4.19官報第3099号）
0 大学入学資格検定規定の一部 を 改正す る 省 令 （文部




教育学部附属 小学校及び附属 中 学校 の 授業 時聞が変更す る 乙 と に伴い， 所要事項 を 改め る 。
富 山大学 に勤務 す る 職 員 の勤務時 間 等 に 関 す る 規則 の一部 を 改 正す る 規則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平 成 1 3年 4 月 1 日
富 山大学長 時 津 貢
富 山 大 学 に勤務する職員の勤務時間等 に 関 する規則の一部を改正する規則
富 山大学 に勤務 す る 職員 の勤務時 間 等 に 関 す る 規則 （平成 4 年 5月 1日 制定） の一部 を 次 の よ う に 改正す る 。
別 表3 中








び に 夏季 ・冬季 等の休業
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7 日 以上 の勤務 日
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部 土曜日 及び第四土曜日 並
附 52週間 びに 夏季 ・冬季 等の休業
の 期 間 中 に学長が指定す る
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季 ・ 冬季 等の休業
期間 に 学長が指定する
7 日 以上 の勤務 日
日 曜 日 並び に 毎 月 の第二
土曜日 及び第四土曜日 並
びに 夏季 ・ 冬季 等の休業
期 間 中 に学長が指定する
7 日 以上 の勤務 日
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午












月 曜日 から金曜日 まで 午後0時40分
～午前9時50分
午前8時30分 午前 1 1 時40分




～午後0時30分 午前 1 1 時50分～午前 1 1 時45分
に 改め る 。
附 則
こ の 規則は， 平 成 13年 4 月 1 日 から施行す る 。
富山大学ヒトゲノム ・遺伝子解析研究倫理規則の制定
富山大学ヒトゲノム・遺伝子解析研究倫理規則の制定理由
ヒトゲノム ・ 遺伝子解析研究に 関 す る 倫理指針 （平成13年 3 月 29 日 文部科学省， 厚生労働省， 経済産業省） に
基 づ き ， 所要事 項 を 定め る 。
富 山大学ヒトゲノム ・ 遺伝子解析研究倫理規則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平 成 1 3年 4 月 20日
富 山 大学ヒトゲノム ・遺伝子解析研究倫理規則
（ 目 的）
第 1 条 こ の 規則は， ヒトゲノム ・ 遺伝子解析研究に 関
す る 倫理指針 （平成 1 3 年3 月 29 日 ） 文部科学省， 厚生
労働省 ， 経済産 業 省 （以下「指針」 と い う 。 ） に 基 づ
き ， 富 山大学 （以下「本学」 と い う 。 ） に おけ る ヒト
ゲノム ・ 遺伝子解 析研究 （以下「研究J と い う 。 ）
を 計画 し ， 実施す る 際 に 遵守 すべ き 倫理 に 関 す る 必
要 な 事 項 を 定め， 研究のための試料提供者又はそ の 家
族 （以 下「提供者 等」 と い う 。 ） の 人権 の 保 護 及 び研
究の透明性 を確保す る こ と を 目 的 と す る 。
（学長 の責務）
第 2 条 学長は， 指針及 び こ の 規 則 に 定め る と こ ろ に 従
い， 本 学 に おいて行 う 研究の 実施 に 関 し て 人権の保護
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及 び研究の透明性 の 確保 に 努めなければならない。
（委員 会 の 設置）
第3 条 本学ビ， 富 山大学ヒトゲノム ・ 遺伝子解析研究
倫理審査委員 会 （以下「委員会」 と い う 。 ） を 置 く 。
（委員 会 の任務）
第 4 条 委 員会は， 指針 に 基 づ き ， 研究計画 の 実施 の適
否 等 に ついて， 倫理 的観点 と と も に 科学的観点 も 含め
て審査 し ， 学 長 に 対 し て 文書 に よ り 意 見 を 述べなけれ
ばならない。
2 委 員会は， 学長 に 対 し て ， 実 施 中 の研究に 関 し ， そ
の研究計画の変更， 中止， そ の他必要 と 認め る こ と が
ら に ついて， 意見 を 述べる こ と がで き る 。
（委員 会 の 組織）
第 5 条 委員会は， 次 の 各 号 に 掲げ る 委 員 を もって組織
す る 。
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( 1 )  研究に 関連す る 分野 の 教授 1 人
(2) 研究に 関連す る 分野以外 の 教員 2 人
学
(3) 本 学 に 所属 し な い 人文科学， 社会科学の 有 識 者
(4) 本 学 に 所 属 し な い 学識経験者
(5) そ の 他学 長 が必 要 と 認め る 者
1 人
2 人
2 前 項 1 号 の 委 員は， 研究に 関 す る 科学的事項 を 総 合
的 に 審査す る に 必 要 な 優れた識見 を 有 す る 者， 第3 号
の 委 員は， 倫理的事項 を 総合 的 に審査す る に 必要 な 優
れた識見 を 有 す る 人 文科学， 社会科 学 の 有識者， 第 4
号 の 委員は， 提供者等 の 人権 に つ い て 広 く 一般 の 人々
の意見 を反映で き る と 考 えられ る 者 と す る 。
3 第 1 項第 1 号 の 委 員 がヒトゲノム・ 遺伝子解析 の研
究者 （以下 「 研究者」 と い う 。 ） と なった場合は， 委
員 を交代す る 。
4 第 1 項第 1 号 の 委 員 の う ち ， 少な く と も 1 人は女性
と す る 。
（委員 の 任期）
第 6 条 前条第 1 項第 1 号， 第 2 号， 第3 号及び第 4 号
の委員の 任期は， 2 年 と し， 再任 を 妨げな い。 ただ し ，
欠 員 が 生 じ た場 合 の後 任 の 委 員 の 任期は， 前任者 の 残
任 期 間 と す る 。
2 前条第 1 項第 5 号 の 委 員 の 任期は， そ の 都度定め る 。
（委員長）
第 7 条 委員会 に 委 員長 を 置 き 委 員 の互選 に よって定
め る 。
2 委員長は， 委 員 会 を 招集 し ， そ の 議長 と な る 。 ただ
し ， 委 員 長 に 事故あ る と き は， 委員長が あらか じ め指
名 し た委員がそ の 職務 を 代行 す る 。
（議 事）
第8条 委員会は， 委員 の 過半数が出席 し ， か つ， 第 5
条第 1 項第3 号又は第 4 号 の委 員 が 1 人以上出席 し な
ければ開 会 で き な い。
2 議決は， 出席委 員 全 員 の 合 意 を原則 と す る 。
3 委員 長は， 委 員 会 の審議結果 を 速やか に 書面で学長
に報告す る も の と す る 。
（意見 の聴取等）
第9条 委 員 会 が 必 要 と 認めた と きは， 研究者 の 出席 を
求めて研究計画の説明等科 学的意見 を聴 く こ と が で き
る 。
（記録の 保存及び公 開 ）
第 10条 審査 に 係 る記録の保存期 間は10年 と し ， 委員会
の 議事要旨は， 個人情報及び知 的所有権 の 保 護 に反 し
な い範囲で， 公 開 す る も の と す る 。
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（ 遵守事項）
第 1 1 条 委 員 会 の 委 員は 審査 を 行 う 上で 知 り 得た個人
に 関 す る情報等 を 漏ら し てはならな い 。
（庶 務）
第12条 委 員 会 の 庶 務は， 総務部研究協力課 に お い て 処
理す る 。
（研究の許可）
第 13条 研究者は， 研究を 開始 し よ う と す る 年度 の 前 年
度 に ， ヒトゲノム ・ 遺伝子解析研究申請書 （別紙様式
1） を 学長 に提出 し ， そ の 許可 を 受けなければなら
な い 。 ま た， 研究計画 を 変更 し よ う と す る と き も 同様
と す る 。
2 学長は， 申請の あった研究に つ い て， 委 員 会 の 議 に
基 づ き ， 許可 を与え る か否 か の決定 を 行 う も の と す る 。
（許可通知）
第 14条 学 長は， 前 条 の 決定 を 行った と き は， そ の結果
を 速やか に申請者 に通知す る も の と す る 。
（実施 状況報告）
第 1 5条 学長は， 研究者 に 対 し ， 1 年 に 1 回以 上， 研究
の 実施 状況 を報告させ る も の と す る 。
2 学長は， 委 員 会 に研究の 実施状況の報告書 の写 し を
送付 し なければならな い 。
（実地調査）
第 16条 学長は， 学長が指 名 す る 外 部 の 有 識 者 に ， イ ン
フ ォーム ド ・ コ ン セ ン ト の 手続 き の 実施状況及び個人
情報の 保 護 の 状況 に つ い て， 研究計画書 に沿って適正
に 行われて い る か ど う か を 1 年 に 1 回以 上実地調査さ
せなければなら な い 。
2 学長が指 名 す る 外部 の 有 識者は， 指 名 前 5 年 間 に 本
学職員 で あ った者 を除 く 。
3 学長は， 委 員 会 に 外部有識者 に よ る 実地調査結果 の
写 し を送付 し なければならな い 。
（措 置）
第 17条 学長は， 報告又は調査の結果． 提供者等 の 人権
を 守 る ため必要 と 認められ る 場 合 には， 許可 し た研究
の 実施方法 の 改善， 中止又は研究計画の変更を命 じ な
ければならな い 。
2 学長は， 中止 を 命 じ た研究の 再 開 又は変更を命 じ た
研究計画を許可 す る 場合 には， あらか じ め委員会 の 意
見 を聴か なければならな い 。
（雑 則）
第 18条 こ の 規則 に 定め る も の のほか， こ の 規 則 の 実施
に 関 し 必要 な 事 項は， 学長が定め る 。
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附 則
1 この 規則は， 平成13年 4 月 20 日 から施行 す る 。
2 この規則第5条第1項 の 委員に つ いて， 初年 の 委員
（別紙様式1)
報 第436号
の 任期は， 第 6 条 の 規 定 に か かわらず， 平成 1 5年 3 月
3 1 日 ま で と す る 。
ヒトゲノム ・遺伝子解析研究申請書
富 山 大 学 長 殿
所属 部局・ 職
氏 名
平成 年 月 日
下記のヒトゲノム・ 遺伝子解析研究に ついて 富 山 大 学ヒトゲノム・ 遺伝子解析研究倫理規則
第 13条 の 規 定 に 基 づ き 申請 し ま す。
記
1 ヒトゲ ノム・ 遺伝子解析研究の研究題 目
2 添付書類
(1）研究計画書 （別紙様式 2 )
(2) そ の他参考 と な る 事 項
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（別紙様式 2 )
研 究 計 画 書
1 . 提供者 を 選ぶ方針 （合理 的 に 選択 し てい る こ と がわか る 具体 的 な 方 法． 提供者が疾病や薬剤
反応性異常 を 有 す る 場合等 に あ っては， 病名 又はそれ に棺当す る 状 態像 の 告知 方 法等。 ）
2 . 研究の 意義， 目 的， 方 法 （ 対象 と す る 疾患， 分析方法等。 将来の追加， 変更が予想され る 場
合はそ の旨を記載。 単一遺伝子疾患等 の 場 合 には研究の 必 要性， 不利益 を防止す る ため の措置
等 の 特記事項。 ） ， 期 間 ， 予想され る 結果及び危険， 個 人情報の保護 の 方 法 （匿名 化 し ない場合
の取扱いを含む。 ）
3 . 試料等 の種類， 量
4 . 共同研究機 関 の 名称
5 . 研究責任者等 の 氏 名
6 . イ ン フ ォーム ド ・ コ ンセ ントのため の 手続及び方法
7 . イ ン フ ォー ム ド ・ コ ンセ ント を 受け る ため の 説明文書及び 同 意文書
8. 提供者本 人 からイ ン フ ォーム ド ・ コ ン セ ント を 受け る こ と が困難な 場合， そ の研究の 重 要性
及び本 人 から試料等 の提供 を 受けなければ研究が 成 り 立たない理由並 び に 代諾者等 を 選定す る
考 え 方
9. 遺 伝情報の 開 示 に 関 す る 考 え 方
10. 研究実施前提供試料等 を使用 す る 場合 の 同 意 の 有 無 ， 内容， 提供時期， 本指針への適合性
11. 他 の 機 関 から試料等 文は遺伝情報の提供 を 受け る 場 合 の イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ンセ ント の内容
12. 試料等又は遺伝情報 を 外部の機 関 に提供す る 場合や研究の一 部 を 委託す る 場合 の 匿 名 化 の 方
法 等 の 事項 （契約 の内容 を 含む。 ）
1 3. 試料等 の 保存方法及びそ の必要性 （他の研究への利用 の可能性 と 予測され る研究内容を含む。 ）
14. ヒト細胞 ・ 遺伝子 ・ 組織バ ン ク に試料等 を 提供す る 場合 に は， バ ン ク 名， 匿 名 化 の 方法等
1 5. 試料等 の 廃棄方法及びそ の際の匿名 化 の 方法
16. 遺 伝カウ ンセリ ングの必要性及びそ の体制
17. 研究資 金 の 調達方法
富山大学学則の一部改正
ー 富山大学学則の改正理由 －
1 富 山大学 に 学内共同 教育研究施設 と し て ， 富 山大学極東地域研究セ ンターが設置され る ため， 所要事項 を 改 め
る 。
2 平成13年度から， 人文学部及び経済学 部 に 第3 年次編入学定員が新設され る こ と に伴い， 所要事項 を 改 め る 。
3 教育職員免許法施行規則 の一部 を 改正す る 省令 （平成12年 6 月 29 日 文 部 省 令第47号） に 基 づき， 免許教科新設
の 教 員 の免許状授与の 所要資格 を得させ る ため の課程 と し て 認定され る こ と に伴い， 所要事項 を 改 め る 。
富 山大学学則 の一部 を 改 正す る 学則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成13年3 月 31 日
富 山大学長 時 津 貢
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富 山 大学学則の一部を改正す る 学則
富 山 大学学則 （昭和 59年 3 月 12 日 全部改正）の一 部 を 次 の よ う に 改正す る 。
第9条第 1 項 中 「機 器分析セ ンター」 の 下 に「極東地域研究セ ンター」 を加え る 。
別表第 1 を 次 の よ う に 改め る 。
別表第 1
学 部 学 科 等 入 学 定 員 第3年次編入学定員
人 文 学 科 60 人 人
国 際 文 化 学 科 50 
人 文 学 部 言 語 文 化 学 科 75 
各 学 科 共 通 1 0  
計 185 
学 校 教 育 教 員 養 成 課 程 1 00 
生 涯 教 育 課 程 40 
教 育 学 部
情 報 教 育 程課 30 
計 1 70 
経 済 学 科
昼 間 主 コ 一 ス 1 35 
夜 問 主 コ 一 ス 20 
経 営 学 科
昼 問 主 コ 一 ス 1 1 5 
経 済 学 部 夜 問 主 コ 一 ス 20 
経 営 法 学 科
昼 間 主 コ ス 95 
夜 間 主 コ 一 ス 20 
各 学 科 共 通 1 0  
計 405 10  
数 学 科 50 
物 理 学 科 40 
化 学 科 35 
生 物 学 科 35 
理 学 部
地 球 科 学 科 40 
生 物 闇 環 境 科 学 科 30 
各 学 科 共 通 1 0  
計 230 1 0  
電 気 電 子 シ ス テ ムエ 学科 88 
知 能 情 報 工 学 科 78 
機 械 知 能 シ ス テ ム 工 学科 88 工 学 部
物 質 生 命 シ ス テ ム 工 学科 1 5 1  
各 学 科 共 通 30 
計 405 30 
iロλ 計 1,395 60 
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備考 経済学部 の 「昼 間 主 コ ー ス」 と は ， 主 と し て 昼 間 に授業 を 行 う コ ー ス を，「夜 間 主 コ ー ス 」 と は， 主 と し て 夜 間
に 授業 を 行 う コ ー ス を い う 。
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別表第 2 教育学部 の 部 に 次 の よ う に加え る 。
情報教育課程 ｜ 高 等学校教 諭一種免許状 ｜ 情報
附 則
1 この 学則は， 平 成 13年 4月 1 日 か ら 施行す る 。
報
2 別 表 1 に 定 め る 収容定員 は ， 平 成 1 3 年度 か ら 平 成 15年度 ま で は， 次 の と お り と す る 。
学 部 学 科 等 平 成 1 3年度 平成 14年度
人 文 学 科 255 人 250 
国 際 文 イ七 学 科 200 200 
人 文 学 部 言 語 文 イ七 学 科 3 1 5  3 10 
各 学 科 共 通 （ 第 3 年 次 編 入 学 分 ） 1 0  20 
計 780 780 
学 校 教 育 教 員 養 成 課 程 450 400 
生 涯 教 育 課 程 1 20 1 60 
教 育 学 部
情 報 教 育 課 程 90 1 20 
計 660 680 
経 済 学 科
昼 問 主 コ 一 ス 600 580 
夜 問 主 コ 一 ス 80 80 
経 営 学 科
昼 間 主 コ 一 ス 475 470 
経 済 学 部 夜 間 主 コ 一 ス 80 80 
経 営 法 学 科
昼 間 主 コ 一 ス 395 390 
夜 間 主 コ 一 ス 80 80 
各 学 科 共 通 （ 第 3 年 次 編 入 学 分 ） 1 0  20 
計 1,720 1 ,700 
数 学 手ヰ 202 200 
物 理 学 科 162 1 60 
イじ 学 科 143 140 
生 物 学 科 143 140 
理 学 部
地 球 科 学 科 1 60 1 60 
生 物 圏 環 境 科 学 科 120 1 20 
各 学 科 共 通 （ 第 3 年 次 編 入 学 分 ） 20 20 
計 950 940 
電 気 電 子 シ ス テ ム 工 学 科 359 354 
知 能 情 報 工 学 科 322 3 14 
機 械 知 能 シ ス テ ム 工 学 科 364 354 
工 学 部
物 質 生 命 シ ス テ ム 工 学 科 6 1 2  608 
各 学 科 共 通 （ 第 3 年 次 編 入 学 分 ） 60 60 
計 1 ,717 1,690 
iロ』 計 5,827 5,790 
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富山大学大学院学則の一部改正
－ 富山大学大学院学則の改正理由 ー
1 大 学院教育学研究科 （修士課程） 教科教育選考 の整備 （社会科教育専修及び英語教育専修の 設置） に 伴 い， 所
要事項を改 め る 。
2 大 学院理工学研究科 （博士前期課程） の 専攻 名 の 変更及び入学定員 の 改訂 に伴 い ， 所要事項 を 改 め る 。
富 山 大 学大学院学則 の 一部 を 改正す る 学則 を 次 の と お り 制定す る 。
平 成 1 3年 3 月 3 1 日
富 山 大学大学院学則の一部を改正する学則
富 山 大 学大学院学則 （昭和53年 4月 1 日 制定） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
富 山 大学長 時 津 貢
第6条理工学研究科博士前期課程 中 「， 電子情報工学専攻， 機械 シ ステム工学専攻， 物質工学専攻 ， 化 学 生物工学
専攻」 を に電気電子 シ ステム工学専攻 ， 知 能情報工学専攻， 物 質 生命 シ ステム工学専攻J に 改 め る 。
別 表 第 1 を 次 の よ う に 改 め る 。
別表第 1
研 究 科 名 課 程 名 専 攻 等 名 入 学定員 収容定員
文 化 構 造 研 究 専 攻 5 人 10 人
人 文 科 学 研 究 科
修 士 課 程
地 域 文 化 研 究 専 攻 5 10 
計 10 20 
学 校 教 育 専 攻 6 12  
教 育 学 研 究 科
修 士 課 程
教 科 教 育 専 攻 32 64 
計 38 76 
地 域 経 済 政 策 専 攻 4 8 
経 済 学 研 究 科
修 士 課 程 tι . 業 経 営 専 攻 4 8 
計 8 16  
数 学 専 攻 1 2  24 
物 理 学 専 攻 12 24 
化 学 専 攻 10 20 
生 物 学 専 攻 10 20 
地 球 科 学 専 攻 10 20 
博 士 前 期 課 程 生 物 園 環 境 科 学 専 攻 10 20 
電 気 電 子 シ ステ ム 工 学 専 攻 33 66  
知 能 情 報 工 学 専 攻 27 54 
理 工 学 研 究 科 機 械 知 能 シ ステ ム 工 学 専 攻 33 66  
物 質 生 命 シ ステ ム 工 学 専 攻 60 120 
計 2 1 7  434 
ン ス フー ム 科 学 専 攻 7 21  
物 質 科 学 専 攻 7 2 1  
博 士 後 期 課 程 エ ネ ル ギ ー 科 学 専 攻 5 15  
生 命 環 境 科 学 専 攻 5 1 5  
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注：教育 学研究科 の 入学定員内 に は外 国 人留 学 生 と し て 学 校 教 育 専攻 に 1 人 教科教育専攻 に 2 人を含む も の と
す る 。
別 表第 2 を 次 の よ う に 改 め る 。
別表第 2
研 究 科 名 専 攻 等 名 免 許 状 の 種 類 免許教科
人 文 科 学 研 究 科 文 化 構 造 研 究 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 社 tヨ耳』
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 地理歴史
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 公 民
地 域 文 化 研 究 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 社 §,, 』
社 会 歴 史 コ ー ス 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 地理歴史
国 語 コ 一 ス 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 国 語
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 国 語
中 国 語 コ ー ス 中 学 校 教 論 専 修 免 許 状 中 国 語
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 中 国 語
英 語 コ 一 ス 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 英 語
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 英 語
ド イ ツ 語 コ ー ス 中 学 校 教 諭 専 修 免 言午 状 ドイツ 語
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 ド イ ツ 語
教 育 学 研 究 科 学 校 教 育 専 攻 学 校 教 諭 専 修 免 許 状
学 校 教 育 専 修 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 国 語
中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 社 �合z』
中 学 校 教 E命 専 修 免 許 状 数 学
中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 音 楽
中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 美 術
中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 保健体育
中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 技 術
中 学 校 教 論 専 修 免 許 状 家 庭
中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 英 語
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 国 語
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 地理歴史
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 公 民
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 数 学
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 音 楽
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 美 術
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 書 道
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 保健体育
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 家 庭
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 英 語
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養 護 学 校 教 諭 専 修 免許 状
幼 稚 園 教 諭 専 修 免 許 状
教 科 教 育 専 攻 小 学 校 教 諭 専 修 免 許 状
国 語 教 育 専 修 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 国 語
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 国 語
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 書 道
幼 稚 掴 教 諭 専 修 免 許 状
社 会 科 教 育 専 修 小 学 校 教 諭 専 修 免 許 状
中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 社 �』' 
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 地理歴史
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 公 民
数 学 教 育 専 修 学 校 教 諭 専 修 免 許 状
中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 数 学
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 数 学
幼 稚 園 教 諭 専 修 免 許 状
理 科 教 育 専 修 小 学 校 教 諭 専 修 免 許 状
中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
音 楽 教 育 専 修 小 学 校 教 諭 専 修 免 許 状
中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 音 楽
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 音 楽
幼 稚 園 教 諭 専 修 免 許 状
美 術 教 育 専 修 小 学 校 教 諭 専 修 免 許 状
中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 美 術
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 美 術
幼 稚 園 教 諭 専 修 免 許 状
保 健 体 育 専 修 小 学 校 教 諭 専 修 免 許 状
中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 保健体育
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 保健体育
幼 稚 園 教 諭 専 修 免 許 状
技 術 教 育 専 修 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 技 術
家 政 教 育 専 修 小 学 校 教 諭 専 修 免 許 状
中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 家 庭
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 家 庭
英 語 教 育 専 修 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 英 語
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 英 語
経 済 学 研 究 科 地 域 ・ 経 済 政 策 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 社 会
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 地理歴史
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 公 民
:fr、� 業 経 営 専 攻 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 商 業
理 工 学 研 究 科 数 学 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 数 学
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 数 学
物 理 学 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
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高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
イじ 学 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
生 物 学 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
地 球 科 学 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
生 物 園 環 境 科 学 専 攻 中 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 理 科
電気電子 シ ステ ム工 学 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 工 業
知 能 情 報 工 学 専 攻 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 工 業
機械 知 能 シ ステム工学専攻 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 工 業
物 質 生命 シ ステム工学専攻 高 等 学 校 教 諭 専 修 免 許 状 工 業
附 則
1 こ の 学 則 は， 平成 1 3年 4月 1 日 か ら 施行 す る 。
2 別表第 1 に 定 め る 収容定員 は ， 平 成 1 3年度及び平成14年 度 は ， 次 の と お り と す る 。
研 究 科 名 課 程 名 専 攻 等 名 平成 1 3年度 平 成 14年度
文 化 構 造 研 究 専 攻 10 人 10 人
修 士 課 程
人 文 科 学 研 究 科 地 域 文 化 研 究 専 攻 10 10 
計 20 20 
学 校 教 育 専 攻 12 12  
修 土 課 程
教 育 学 研 究 科 教 科 教 育 専 攻 58 64 
計 70 
、ー， 76 
地 域 経 済 政 策 専 攻 8 8 
修 士 課 程
経 済 学 研 究 科 � 業 経 営 専 攻 8 8 
計 16 16  
数 学 専 攻 24 24 
物 理 学 専 攻 24 24 
イ七 学 専 攻 20 20 
生 物 学 専 攻 20 20 
地 E求 科 学 専 攻 20 20 
博 士 前 期 課 程 生 物 園 環 境 科 学 専 攻 20 20 
電 気 電 子 シ ステ ム 工 学 専 攻 33 66  
知 官包 情 報 工 学 専 攻 27 54 
理 工 学 研 究 科 機 械 知 能 シ ステ ム 工 学 専 攻 33 66 
物 質 生 命 シ ステ ム 工 学 専 攻 60 1 20 
計 28 1 434 
ン ス フー ム 科 学 専 攻 2 1  2 1  
物 質 科 学 専 攻 2 1  2 1  
博 士 後 期 課 程 エ ネ ル ギ ー 科 学 専 攻 15 1 5  
生 命 環 境 科 学 専 攻 15 1 5  
計 72 72 
計 353 506 
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A 0 
計 459 6 1 8  
3 平 成 1 3年 3 月 3 1 日 に おけ る 理工学研究科博士前 期課程電子情報工学， 機械 システム工学専攻， 物質工学専攻及び
化 学 生物工学専攻 に つ い て は ， 平 成 1 3年 3 月 3 1 日 に 当該研究科 に 在学す る 者 が当該 専 攻 に 在学 し な く な る 日 ま で の
間 ， 存続す るもの と す る 。
富山大学学位規則の一部改正
富 山大学学位規則の改正理由
1 教育学部の課程改組 に 伴 い ， 所要事項 を 改め る 。
4 大 学院理工学研究科 （博士前期課程） の 専攻名 の 変更 に 伴 い ， 所要事項 を 改 め る 。
富 山 大学学位規則 の 一部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成 1 3年 3 月 3 1 日
富 山 大学長 時 津 貢
富山大学 学位規則の一部を改正する規則
富 山 大学学位規則 （昭和40年 1 月 22 日 制定） の 一 部 を 次 のよ う に 改正 す る 。
第 3 条 の 2 の 表 中


























工学 に 改 め る 。
別記様式第 2 号 （第 1 3条 の 2 関 係 ） 第 3 条 第 2 項 の 規 定 に よ り 授与す る 学位 の 様式 （修士課程文は博士前 期課程 を
修了 し た 場合）
「文 、 「文 、
教 、 教 、
経、 経
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附 則
1 こ の 規 則 は ， 平成 1 3年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 平 成 1 2年 度以 前 の 入 学 者 に つ い て は ， な お 従 前 の 例 に よ る 。 た だ し ， 改正後 の 第 3 条 の 2 「学士 の 学位 に 付記す
る 専攻分野 の 名称」 中． 教育学部 の 改 正 に つ い て は ， 平 成 1 1 年度 以後 の 入 学者 か ら 適用 す る 。
富山大学極東地域研究センターのセンター長及び教員選考規則の制定
富 山大学極東地域研究センターのセンター長及び教員選考規則の制定理由
富 山 大 学 に 学内共同教育施設 と し て ， 富 山 大学極東地域研究セ ンターが設置され る た め ， 所要事項 を 定 め る 。
富 山 大 学極東地域研究セ ンターの セ ン ター長及び教員選考規則 を 次 の と お り 制定 す る 。




第 1 条 こ の 規 則 は ， 富 山 大 学極東地域研究セ ンタ一規
則第 4 条第 3 項 及 び第 6 条第 2 項 の 規定 に 基 づ き ， 富
山 大 学極東地域研究セ ンターのセ ンター長及び教員 の
選考 に 関 し ， 必 要 な 事項 を 定 め る もの と す る 。
（セ ンター長 の 選考）
第 2 条 セ ンター長 の 選考 は ， 富 山 大 学極東地域研究セ
ンター運 営 委 員 会 （以下「 運 営 委 員 会」 と い う 。 ） の
推 薦 に 基 づ き ， 学長が行 う 。
2 運営委員会 は ， 前 項 の 推 薦 に当た っ て ， 本 学 の 教授
及び教授予定者 の う ち か ら 選定 す る も の と す る 。
（セ ンター長 の 選考時期）
第 3 条 セ ンター長 の 選考 は ， 次 の 各号 のー に該当す る
場合 に 行 う 。
( 1 )  セ ンタ一長 の 任 期 が満了す る と き 。
(2) セ ンター長 が辞任 を 申 し 出た と き 。
(3) セ ンタ一長が 欠 員 に な っ た と き 。
2 前項第 1 号 に該当す る 場合 の 選考は， 任期満了 の 30
目 前 ま で に ， 同項第 2 号又 は第 3 号 に該当す る 場合は，
速やか に こ れ を 行わなければな ら な い 。
（教員 の 選考）
第 4 条 教 員 の 選考は， 運営委員会 の 議 を 経て ， 学長が
行 う 。
（選考委 員会）
富 山 大学長 時 津 貢
第5条 運 営 委 員 会 は 教員候補者 を 選考す る 場合， 選
考委員 会 を 設け る 。
2 選考委員会 は ， セ ンター長 及び運 営 委 員 会 が選出 し
た 教授 （原則 と し て 4 人） をもっ て構成す る 。
3 選考委 員 会 は ， 富 山 大学教員資格基準 に よ り 教員候
補 者 を 審査選定 し ， 運営委員会 に報告す る 。
（教員候補者 の内申）
第 6 条 運 営 委 員 会 は 前条第 3 項 の 教員候補者 に つ い
て可否 を決定す る 。
2 前項 の決定 に当た っ て は 構成員 の 3 分の 2 以上 の
出席す る 会議 に お い て ， そ の 3 分の 2 以 上 の同意 を 要
す る も の と す る 。
3 セ ンター長 は ， 運営委員会 に お い て決定 し た 教 員候
補者 を 学長 に内申す る 。
附 則
1 こ の 規則 は ， 平 成 1 3年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 こ の 規則 の 施行目 前 に ， 富 山 大 学環 日 本海地域研究
セ ンタ一規 則第5条 に 定 め る 運営 委 員 会 の 議 に 基 づ き
選出されたセ ンター長及 び教員 の 選考 に つ い て は ， こ
の 規 則 に 基 づ き 行われたもの と み な す。
-1 7-
平成13年 5 月 発行 学 報
富山大学総務委員会規則の一部改正
一 富山大学総務委員会規則の改正理由 ………
富 山 大学総務委 員 会 に 専 門委 員 会 を 設置す る た め ， 所要事項 を 改 め る 。
富 山 大学総務委員会 規 則 の 一 部 を 改正 す る 規 則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平成13年 3 月 1 6 日
富 山 大学総務委員会規則の一部を改正す る 規則
富 山 大 学総務委員会規則 （平成 1 2年 3 月 3 1 日 制 定） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正す る 。
第 1 0条 を 第ll条 と し ， 第9条 を 第 1 0条 と し． 第8条 の 次 に 次 の 1条 を加え る 。
（専門 委員会）
第9条 委員会 に 専 門 委 員会 を 置 く 。
2 専 門 委 員会 に 関 し 必 要 な 事 項 は ， 別 に 定 め る 。
附 則
こ の 規 則 は ， 平成 1 3 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
第436号
富 山 大学長 時 津 貢
富山大学極東地域研究センター規則の制定
富山大学極東地域研究センター規則の制定理由
富 山 大 学 に 学内共同教育研究施設 と し て ， 富 山 大 学極東地域研究セ ンターが設置され る た め， 所要事項 を 定 め る 。
富 山 大 学極東地域研究セ ンタ一規 則 を 次 の と お り 制定す る 。
平 成 1 3年 3 月 3 1 日
富 山 大 学極東地域研究センタ一規則
（趣 旨）
第 1 条 こ の 規 則 は ， 富 山 大学学則第9条第 2 項 の 規 定
に 基 づ き ， 富 山 大学極東地域研究セ ン ター （以下「セ
ン ターJ と い う 。 ） に 関 し ， 必 要 な 事項 を 定 め る 。
（目 的）
第 2 条 セ ンター は ， 極東地域 に おけ る 学術的， 総合的
地域研究を 行 う と と も に同地域 に おける学術交流の 推
進 を図 り ， もって本 学 の 教育研究の進展並び に同地域




富 山 大学長 時 津 貢
第 3 条 セ ンター に ， 次 に 掲げ る 職員 を 置 く 。
( 1) セ ンター長
(2) 副セ ンター長
(3) 専 任 の 教 員
(4) そ の他必要 な職 員
（セ ンター長）
第 4 条 セ ンタ ー 長 は セ ンター の 業務 を掌理す る 。
2 セ ンター 長 の 任 期 は ， 2 年 と し ， 再任 を 妨げな い 。
3 セ ンター 長 の 選考 に つ い て は ， 5Jlj に 定 め る 。
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（副セ ンター 長）
第5条 副セ ンター長 は セ ンター長 を補佐 し． セ ンター
の 業 務 を 整理す る 。
2 副セ ンター 長 の 任期は 2 年 と し ， 再 任 を 妨げな い 。
3 副セ ンター 長 の 選 考 に つ い て は ， セ ンタ ー の 教授 の
う ち か ら ， 第 7 条 に 定 め る 運営 委 員 会 の 議 に 基 づ き ，
学長が行 う 。
（専任 の 教員）
第 6 条 専 任 の 教 員 は， セ ンター の 業 務 に 従事 す る 。
2 専 任 の 教 員 の 選考 に つ い て は， 別 に 定 め る 。
（運営委員会）
第 7 条 セ ンタ ー に ， セ ンタ ー の 管理及び運営 に 関 す る
重要事項 を審議す る た め ， 富 山 大 学極東地域研究セ ン
タ ー 運 営 委 員 会 （以下「運 営 委 員 会」 と い う 。 ） を 置
く 。
（運営委員 会 の 審議事項）
第8条 運 営 委 員 会 は ， 次 の 各 号 に 掲げ る 事項 を審議す
る 。
( 1) 管理運 営 の 基本方針 に 関 す る こ と 。
(2) セ ンタ ー 長 ， 副セ ンター長及び専任 の 教員 の 人事
に 関 す る こ と 。
(3) そ の他セ ンター に 関す る 重要事項
（運営 委 員 会 の 組織）
第9条 運 営 委 員 会 は ， 次 の 各号 に 掲げ る 委 員 を も っ て
組織す る 。
(1) セ ンタ ー 長
(2) 副セ ンター長
(3) セ ンター の 教授
(4) 経済学部か ら 選出され た 教授 3 人
(5) 理学部か ら 選出さ れ た 教授 2 人
(6) 人 文学部， 教育学部及び工学部か ら 選出さ れ た 教
授 各 1 人
2 前項第 4 号 か ら 第 6 号 ま で の 委 員 の 任期 は， 2 年 と
し， 再 任 を 妨げ な い 。 た だ し． 欠 員 が 生 じ た 場 合 の 後
任 の 委 員 の 任 期 は ， 前 任 者 の 残任期 間 と す る 。
（委員長）
第 10条 運 営 委 員 会 に 委 員長 を 置 き ， セ ンター 長 を も っ
て充て る 。
2 委 員 長 は， 運 営 委 員 会 を 招集 し ， そ の 議長 と な る 。
た だ し， 委 員 長 に 事故あ る と き は ， あ ら か じ め 委 員 長
が指名 し た 委 員 が， そ の 職 務 を 代行 す る 。
（運営委員会 の 議事）
第 1 1 条 運 営 委 員 会 は 委 員 の 過半数 が出席 し なければ
開 会 で き な い。 議事は， 出席委 員 の 過半数 をもっ て決
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す る 。 た だ し ， 可否 同 数 の と き は， 委員長が こ れ を決
する。
2 前 項 の 規 定 に か かわ ら ず 第8条第 2 号 の 事 項 を 審
議 す る 会 議 は ， 構成員 の3分 の 2 以 上 が出席 し なけれ
ば開会で き な い。 議事は 出席者 の 3 分の 2 以上 をもっ
て 決す る 。
（意見 の聴取）
第 1 2 条 運 営 委 員 会 が必要 と 認 め た と き は ， 委 員 以 外 の
者 の 出席 を 求 め て意 見 を聴 く こ と が で き る 。
（専門委員会）
第 1 3条 運営委員 会 に ， 専 門 的事項 を検討す る た め ， 必
要 に 応 じ て 専 門 委 員 会 を 置 く こ と が で き る 。
2 専 門 委 員 会 に 関 し 必 要 な 事 項 は ， 運営委員会 の 議 を
経て， セ ンター長が別 に 定 め る 。
（共同研究の 推進）
第 14条 セ ンター に お い て 第 2 条 の 目 的 を達成す る た
め， 他 の 大 学 又 は研究機 関 の研究者 （以下「共 同研究
員J と い う 。 ） と 共 同 し て研究を 行 う こ と が で き る 。
2 共同研究員 の取扱 い に 関 し 必 要 な 事 項 は ， 別 に 定 め
る 。
（雑 則）
第 15条 こ の 規則 に 定 め るもの のほか， セ ンタ ー の 運 営
に 関 し 必要な事項は， 運営委員会の議 を経て， セ ンター
長が定 め る 。
（庶 務）
第 16条 セ ンター の 庶 務 は 総務部研究協力課 に お い て
処理す る 。
附 則
1 こ の 規 則 は ， 平 成 1 3年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 富 山 大 学環 日 本海地域研究セ ンタ一規則 （平成9年
10月 1 日 制定） は ， 廃止す る 。
3 こ の 規則施行 の際， 現 に 富 山 大学環 日 本海地域研究
セ ンター運営委 員会規則第 7 条第 1 項第 2 号 の 委 員 で
あ る 者 は ， こ の 規 則 に よ り 委員 に 任命されたもの と み
な し ， 任 期 は ， 第9条第 2 項 の 規 定 に か かわ ら ず， 平
成 14年 3 月 3 1 日 ま で と す る 。
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富山大学人文学部規則の一部改正
一 富山大学人文学部規則の改正理由 守 .••.•• 
専 門 科目のカリキュラム を 見直 し， 教育内容の充実 を図 る た め， 所要事項 を 改 め る 。
富山大学人 文学部規則 の 一部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平 成 1 3年 3 月 1 6 日
富山大学長 時 津 貢
富 山 大 学人文学部規則の一部を改正する規則
富 山 大学人文学部規則 （昭和52年5月 1 6 日 制 定） の 一 部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
別 表 I （第 3 条第 2 項 関 係 ） 中 専 門 科目 の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。
人文学科
授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 単位数 授 業 科 目
人 間 基礎 論 入 門 4 文書館学 I 2 文化構造特殊講義
古典ギリ シ ア 語 4 文書館学 E 2 芸術文化 史
ラ テ ン誇 中級 4 文書館学E 2 コミュニケー ションと社会
哲学概論 6 文書館学実習 3 美術史
西洋思想史 I 8 日 本史基礎演習 4 言語学概論
西洋思想史 E 8 東洋史概説 8 音声学
哲学特殊講義 8 東洋史特殊講義 12 言語学実験実習
哲学演習 8 東洋史演習 24 言語学演習
哲学講読 8 東洋史実習 2 言語学特殊講義
文化基礎論議読 2 東洋史基礎演習 4 個別言語論
美学 2 東アジア交流史特殊講義 2 心理学概論
論理学 2 西洋史概説 8 心理学実験 I
倫理思想 4 西洋史特殊講義 1 2  心理学実験 E
宗教思想 4 西洋史演習 28 心理学演習
東洋思想史 4 西洋史実習 2 心理学特殊講義
現代 と 思想 4 西洋史基礎演習 4 心理学研究法
比 較思想 4 史学概論 2 社会学概論
人 間 学特殊講義 6 史学史 2 社会学実習
人 間 学演習 10 東西交流史特殊講義 2 社会学演習
人 間 学講読 8 行動文化入 門 4 社会学講読
世界史序 説 4 行 動 文化研究法 4 社会学特殊講義
日 本史概説 8 行動文化特殊講義 6 社会 調査法
日 本史特殊講義 18 文 化構造概論 6 社会経済史
日 本史演習 24 文化構造実習 4 法制史
日 本史実習 6 文化構造演習 1 2  総 合 演 習
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国際文化学科
授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 単位数
国際文 化 入 門 4 中 国 文化講読 4 人 文 地理学演習 8 
国際文化概論 4 ロ シ ア 文 化講読 4 人文地理学講読 4 
情報文化論 2 ア メ リ カ文化講読 4 人 文地理学実習 6 
都 市研究 2 日 本語 ・ 日 本文化論議読 4 文化人類学概論 4 
国際地域研究（地 誌 学） 2 外 国 語 演 習 4 文 化 人 類学特殊講義 10 
マ イ ノ リ テ ィ 研究 2 日 本語表現法 4 文 化 人 類学演習 8 
国際社会研究（政治学） 8 日 本 の 社会 と 文化 4 文 化 人 類学講読 4 
民俗学 2 日 本 の 歴 史 と思想 4 文 化 人 類学実習 3 
地球環境研究 （ 自 然地理学） 2 比 較 日 本文化論 2 比 較社会概論 4 
国際動態研究 2 自 然人類学 2 比 較社会論特殊講義 8 
国際文化関係論特殊講義 2 ヨ ー ロ ッ パ 文 化 論 2 比較社会論演習 8 
国際文化論演習 I 2 文化環境論演習 4 比較社会論議読 4 
国際文化論演 習 E 2 文化環境論講読 2 比較社会論実習 4 
国際文 化 論 実 習 2 考古学概論 4 比 較文学概論 8 
日 本文化特殊講義 4 考古学特殊講義 20 比 較文 学特殊講義 16 
中 国 文化特殊講義 4 考古学演習 8 比較文学演習 14 
ロ シ ア 文化特殊講義 4 考古学講読 2 比 較 文学講読 14 
ア メ リカ文化特殊講義 4 考古学実習 6 日 本史概説 4 
朝鮮文化特殊講義 4 博物館学 I 2 東洋史概説 4 
日 本文化演習 8 博物館学 E 2 西洋史概説 4 
中 国文化演習 8 博物館学E 2 法制 史 2 
ロ シ ア 文化 演 習 8 博物館実習 3 国際公法 4 
ア メ リ カ文化演習 8 生涯学習概論 2 教育学哲学 2 
朝鮮文化演習 4 視聴覚教育 メ デ ィ ア 論 2 政治学 2 
日 本文化論演習 4 人 文地理学概論 4 総合演 習 2 
日 本文化講読 4 人文地理学特殊講義 1 2  卒業研究 10 
言語文化学科
授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 単位数
日 本東洋言語文化特殊講義 4 中 国語作文 4 ド イ ツ 言語文化演習 18 
日 本語学演習 20 ア メ リ カ文学史 6 ド イ ツ 言語文化講読 20 
日 本文学演習 20 イ ギリ ス 文学史 I 2 ド イ ツ 文化論 6 
日 本語学講読 1 6  イ ギリ ス 文学史 E 2 ド イ ツ 文学史 10 
日 本文学講読 1 6  英米言語文化基礎講義 2 ド イ ツ 言語文化特殊講義 12 
日 本語学特殊講義 20 英米言語文化特殊講義 1 6  ド イ ツ 語 会 話 1 0  
日 本語学概論 4 英米言語文化 講 読 A 8 ド イ ツ 語作 文 4 
日 本 文学史 1 0  英米言語文化講 読 B 1 2  フ ラ ン ス 言語文化演習 1 2  
書道史 4 英米言語文化演 習 A 4 フ ラ ンス 言語文化講読 12  
朝鮮言語文化演習 8 英米言語文化演習 1 6  フ ラ ンス 文化論 6 
朝 鮮言語文化講読 8 英語史 I 2 フ ラ ンス 文学史 6 
朝鮮言語文化概論 10 英語史 E 2 フ ランス言語文化特殊講義 1 2  
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朝 鮮言語文化特殊講義 1 0  英文法 I 2 フ ラ ン ス 語会 話 6 
朝鮮語会話 1 0  英文法 E 2 フ ラ ン ス 語作 文 4 
朝鮮語作文 2 英語学特殊講義 8 比較言語文化講読 4 
朝 鮮 史 2 英語学講読 A 2 ロ シ ア 言語文化演習 12  
朝 鮮 学 入 門 2 英語学講 読 B 4 ロ シア言語文化講読 1 2  
中国言語文化演習 1 2  英語学演 習 A 2 ロ シ ア 文化 論 6 
中国言語文化講読 1 2  英語学演 習 B 8 ロシア言語文化特殊講義 1 6  
中 国言語文化概論 6 英米文化論 2 ロ シ ア 語 会 話 6 
中 国言語文化特殊講義 1 8  英語コ ミ ュ ニケイ シ ョ ン （作文） 4 専 門 基礎 ロ シ ア 語 2 
中 国 文化論 2 英語コ ミ ュ ニケイ シ ョ ン （会話） 4 総合演習 2 
中 国語会話 8 専 門 基 礎 ド イ ツ 語 2 卒 業研究 1 0  
附 則
1 こ の 規 則 は ， 平 成 1 3年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 平 成 1 2年度以 前 の 入 学者 に つ い て は ， な お 従 前 の 例 に よ る 。
富山大学教育学部附属学校園の学校評議員に関する規則の制定
富 山大学教育学部 附属学校圏の学校評議員に関する規則の制定理由
国 立 学校設置法施行規則 （ 昭 和 3 9 年 文 部 省 令 第 1 1 号） 第26 条 の 4 の 規 定 に 基 づ き 富 山 大 学 附 属 学校 闘 に 学校
富 山 大学教育学部附属学校 園 の 学校評議員 に 関す る 規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平 成 1 3年 3 月 1 6 日
富 山 大学教育学部附属学校園 の学校評議員に
関 す る 規則
（設 置）
第 1 条 富 山 大学教育学部附属 小学校， 中 学校， 養護学
校及び幼稚園 （以下 「各校J と い う ） に ， 国 立学校設
置 法施行規則 （昭和 39年文部省令第 1 1 号 ） 第26条 の 4
の 規 定 に 基 づ き ， 学校評議員 を 置 く 。
（ 目 的）
第 2 条 学校評議員 は 各校長 （附属幼稚園 に あ っ て は
「園長」 と す る 。 以下 同 じ 。 ） の 求 め に 応 じ て学校運営
の 基本方針並 び に 重 要 な 活 動 に 関す る 事項 に つ い て意
見 を 述 べ る も の と す る 。
2 各校長が協議 し 必 要 と 認 め た 場 合 に は， 各校若干人
の 学校評議員 に 附属 学 校 全 体 の 学校運営 に 関 し 意見 を
求 め る こ と がで き る も の と す る 。
（組 織）
第 3 条 学校評議員 は ． 富 山 大 学 の 職 員 以 外 の 者で 教 育
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に 関 す る 理解及び識見 を 有 す る 者 の う ち か ら ， 各校長
の 推薦 に よ り 学長が委嘱す る 。
2 前 項 の 学校評議員 の 数 は ， 各校それぞれ若干 人 と す
る 。
3 前条第 2 項 の 学校 評 議 員 は ， 各校学校評議員 の う ち
か ら 各校長が指名 す る も の と す る 。
（任期等）
第 4 条 学校評議員 の 任 期 は ， 2 年 と す る 。 た だ し ， 再
任 を 妨げな い 。
2 前 項 の 学校評議員 に 欠 員 を 生 じ た 場 合 の 後任 の 学校
評議員 の 任 期 は ， 前 任 者 の 残任期 間 と す る 。
3 学校評議員 は ， 非常勤 と す る 。
（学校評議員 の 会 議）
第 5 条 各校長 は ， 必 要 に 応 じ て 学校評議員 の 会議 を 開
き ， 学校評議員 の 意 見 を 求 め る こ と が で き る 。
（守秘義務）
第 6 条 学校評議員 は ， 職 務 上知 る こ と の で き た 秘 密 を
漏 ら し て は な ら な い 。 ま た ， そ の 職 を 退 い た 後 と い え
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ど も 同 様 と す る 。 附 則
（庶 務） こ の 規 則 は ， 平 成 1 3年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
第 7 条 学校評議員 に 関す る 庶務 は ， 教育学部事務部 に
お い て 処 理す る 。
富山大学理学部規則の一部改正
富 山 大学理学部規則 の 一 部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 1 3年 3 月 1 6 日
富 山 大学理学部規則の 一 部を改正す る 規則
富 山 大学理学部規則 （昭和 52年 5 月 16 日 制 定） の 一部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
別 表 I （第 3 条第 2 項 関 係） 専 門科 目 中 生 物 園環境科学科 の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。
生 物 圏 環境科学科
単 位 数




微分積分学 I 2 環境生物学概論
微分積分学 E 2 生物物理化学
線形代数学 2 生物化学
応用 数学基礎 2 基礎植物形態学
物理学序説 I 2 基礎動物形態学
物理学序説 E 2 環境植物生理学
物 理学概論 I 2 生理化学
物理学概論 E 2 基 礎 系 統学
化学序説 I 2 基礎分類学
化学序説 E 2 生体応答学
化 学概論 I 2 植物生態学
化学概論 E 2 環境微生物学
生物学序説 I 2 基礎遺伝学
生物学序説 E 2 基礎細胞学
生物学概論 I 2 生体エ ネ ルギ ー 論
生物学概論 E 2 細胞機能論
地球科学序説 I 2 植 生 変 動 論
地球科学序説 E 2 生体調節学
地球科学概論 I 2 動 物 生理学特別講義
地球科学槻論 E 2 植物生理学特別講義
放射線基礎学 2 生体応答学特別講義


























平成13年 5 月 発行 学 報 第436号
基礎物理学実験 1 生態学 1 
基礎化学実験 1 放射線生物学 1 
基礎生物学実験 1 放射線 生物学特別講義 1 
基礎地球科学実験 1 生 物 園機能実験 6 
総合演習 2 環境物理化学 2 










環 境 同 位 体学 2 









野外実習 I 2 
野外実習 E 2 
生物 圏環境科学特別講義 ＊ 
卒 業 論 文 12  
＊ 印 を 付 し た 生 物 園 環境 科学特別講義 の 単位 数 は ， 必要 に 応 じ て 定 め る 。
別 表 II （第 4 条 関 係） を 次 の よ う に 改 め る 。
別 表 II （第 4 条 関係）
卒 業 に 必 要 な 修 得 単 位 数
区 分
数 学 科 物 理 学 科 化 学 科 生 物 学 科 地球科学科 生物園環境科学科
必修 選 択 必修 選 択 必修 選 択 必修 選 択 必修 選 択 必修 選 択
教 教（人文科養学 ・ 社原会科学論系） 1 2文は14 12又は14 12又は14 12文は14 12文は14 12又は14養
科 総 合 科 目 6 又は 4 6 又は 4 6 又は 4 6 又は 4 6 又は 4 6 又は 4
目 計 1 8  1 8  1 8  1 8  1 8  1 8  
共 外（英語国を含語む 2 科ヶ国語目） 8 8 8 8 8 8 
通基保 健 体 育 科 目 2 2 2 2 2 2 
礎 宮警語童話員百 2 2 2 2 2 2 科
目 計 1 2  12  1 2  1 2  12  1 2  
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専 専 門 基 礎 科 目 12  8 1 0  1 0  1 1 9  20 20 20 
門 専 攻 科 目 42 22 50 14 5 1  1 3  34 30  3 1  3 3  5 0  1 4  科
目 計 54 30 60 24 52 32 34 50  3 1  53 50 34 
自 由 （ 選 択 ） 科 目 1 0  1 0  1 0  1 0  1 0  1 0  
iロλ 計 124 1 24 1 24 124  124  124  
1 教養原論は， 人文科学系及び社会科学系か ら 各 4 単位以上選択 し， 1 2単位文は14単位 を修得す る こ と。
2 外国語は 2 ヶ 国語 （英語を含む。 ） を 各 4 単位 計 8 単位以上 を修得す る こ と。
3 外国人留学生に対 し ， 日 本事情及び 日 本語に関す る 科 目 を 開講 し て い る が， 修得方法は別 に 定 め る 。
4 専攻科 目 の選択は， 他学科の専攻科 目 （一部の科 目 を除 く 。 ） の う ち か ら も 選択す る こ と がで き る。
5 専門基礎科 目 の学外体験実習 の修得単位は， 自 由 （選択） 科 目 と し て認定する 。
附 則
1 こ の 規則は， 平成13年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 平成12年度 以 前 の 入学者 に つ い て は ， な お 従 前 の 例 に よ る 。
富山大学大学院経済学研究科規則の一部改正
富山大学 大 学院経済学研究科規則の改正理由……
授 業科 目 の 増設及び見直 し を 行 い ， 教 育 内 容 の 充 実 を 図 る た め ， 所要事項 を 改 め る 。
富 山 大学大学院 経済学研究科規則 の 一 部 を 改正す る 規 則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成1 3年 3 月 1 6 日
富 山 大学長 時 津 貢
富山大学大学院経済学研究科規則の一部を改正す る 規則
富 山 大学大学院 経済学研究科規則 （平成 3 年 3 月 30 日 制 定） の 一 部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
別 表 を 次 の よ う に 改 め る 。
別 表
各専攻授業科 目 及び単位数
専 攻 授 業 科 自 単位数 備 考
理論経済学 現 代 経 済 の モ デ ル 分 析 特 殊 研 究 2 0 印 の 授業科
O現 代 経 済 の モ ア ル 分 析 演 習 8 自 の う ち l 科
地 経 済 変 動 と 安 定 イ七 特 殊 研 究 2 目 を 必修 と す
域 O経 済 変 動 と 安 定 イじ i寅 習 8 る 。
政 治 経 済 学 特 殊 研 究 2 
経 O政 治 経 済 学 演 習 8 
済
政 経 済 哲 学 特 殊 研 究 2 
策 O経 済 哲 学 j寅 習 8 
専 経 済 学 史 特 殊 研 究 2 
攻 0経 済 学 史 演 習 8 
情 報 資 本 主 義 分 析 特 殊 研 究 2 
0情 報 資 本 主 義 分 析 演 習 8 
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O 公 共 経 済 学 演 習 8 
金 融 制 度 と 経 済 構 造 特 殊 研 究 2 
O金 融 制 度 と 経 済 構 造 演 習 8 
経 済 計 函 理 論 特 殊 研 究 2 
0経 済 計 画 理 論 演 習 8 
国 際 経 済 学 特 殊 研 究 2 
0 国 際 経 済 学 演 習 8 
外 国 経 済 書 研 究 2 
経 営 学 財 務 管 理 論 特 殊 研 究 2 0 印 の 授業科
O財 務 管 理 論 j寅 習 8 自 の う ち 1 科
経 営 組 織 論 特 殊 研 究 2 目 を 必修 と す
0経 営 組 織 論 j寅 習 8 る 。
経 営 戦 略 論 特 殊 研 究 2 
O経 営 戦 略 論 演 習 8 
経 営 史 特 殊 研 究 2 
O経 営 史 演 習 8 
].,.,. 巳 業 人 材 開 発 論 特 殊 研 究 2 
0企 業 人 材 開 発 論 演 習 8 
財 務 � 計 論 特 殊 研 究 2 
·ll:. O財 務 � 計 論 演 習 8 
会 計 デ ィ ス ク ロ ー ジ ャ ー 特 殊 研 究 2 
0会 計 フー イ ス ク ロ 一 ン ヤ 一 j寅 習 8 業
制 度 4』"' 計 論 特 殊 研 究 2 
0制 度 � 込 計 論 i寅 習 8 
経 経 営 管 理 論 特 殊 研 究 2 
O経 営 管 理 論 j寅 習 8 
営 人 事 戦 略 特 殊 研 究 2 
0 人 事 戦 略 J寅 習 8 
人 的 資 源 管 理 特 殊 研 究 2 
専
0 人 的 資 源 管 理 i寅 習 8 
比 較 経 営 論 特 殊 研 究 2 
攻 0比 較 経 営 論 演 習 8 
国 際 経 営 論 特 殊 研 究 2 
0 国 際 経 営 論 演 習 2 
� 計 情 報 開 刀ミ 論 特 殊 研 究 8 
サ 一 ビ ス 経 営 教 育 論 特 殊 研 究 2 
Oサ 一 ビ ス 経 営 教 育 論 演 習 8 
応 用 経 営 マ 一 ケ フー イ ン グ 論 特 殊 研 究 2 
O マ 一 ケ フー イ ノ グ 三前岡d弘 j寅 習 8 
リ ス ク ． マ ネ ン メ ノ ト 特 殊 研 究 2 
0 リ ス ク ． マ ネ ン メ ン ト 演 習 8 
管 理 :z全z‘ 計 論 特 殊 研 究 2 
0管 理 ノZ企2‘' 計 論 演 習 8 
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民 事 法 民 法 特 殊 研 究 2 
O 民 法 i寅 習 8 
比 較 民 法 解 釈 学 特 殊 研 究 2 
0 比 較 民 法 解 釈 学 I寅 習 8 
比 較 民 法 特 殊 研 究 2 
0比 較 民 法 i寅 習 8 
不 動 産 法 特 殊 研 究 2 
0不 動 産 法 演 習 8 
債 権 法 特 殊 研 究 2 
0債 権 法 j寅 習 8 
金 融 取 ヲ ｜ 法 特 殊 研 究 2 
O金 融 取 ヲ ｜ 法 j寅 習 8 
民 事 手 続 法 特 殊 研 究 2 
0 民 事 手 続 法 演 習 8 
企 業 関 係 法 λ lL 業 �』" 計 法 特 殊 研 究 2 
O企 業 会 計 法 i寅 習 8 
企 業 内 容 開 示 制 度 と 法 特 殊 研 究 2 
0企 業 内 容 開 刀主 制 度 と 法 演 習 8 
経 済 法 特 殊 研 究 2 
O経 済 法 演 習 8 
商 取 ヲ ｜ 法 特 殊 研 究 2 
O商 取 ヲ ｜ 法 演 習 8 
If. 業 事且 織 法 特 殊 研 究 2 
O企 業 組 織 法 j寅 習 8 
証 券 取 ヲ ｜ 法 特 殊 研 究 2 
O証 券 取 号 ｜ 法 演 習 8 
労 働 法 特 殊 研 究 2 
0労 働 法 演 習 8 
金 融 法 特 殊 研 究 2 
0金 融 法 i寅 習 8 
国 際 商 事 仲 裁 法 特 殊 研 究 2 
0 国 際 商 事 仲 裁 法 演 習 8 
外 国 経 営 書 研 究 2 
備 考
こ の 表 に 掲 げ る 授業科 目 の ほ か 特別研究 を 設 け る こ と がで き る 。
附 則
1 と の 規則は， 平成 1 3年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 平 成 1 2年度以前 の 入学者 に つ い て は な お 従 前 の 例 に よ る 。
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富山大学教育学部規則の一部改正
富 山大 学教育学部規則の改正理由
教育職員 免許法等の 一 部 を 改正す る 法律 （平成 1 2年 法律第四号） に 基 づ き ， 所要事項 を 改 め る 。
教育方法 に つ い て よ り 一層 の 充実 を 図 る た め ， 所要事項 を 改 め る 。
富 山 大学教育学部規則 の 一 部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平 成 1 3年 3 月 1 6 日
第436号
富 山 大学長 時 津 貢
富 山 大学教育学 部規則の一部を改正す る 規則
富 山 大学教育学部規則 （昭和27年 4 月 18 日 制定） の一部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
















人 文 科 学 系
教 養 原 論 社 会 科 学 系自 然 科 学 系
総 合 科 目
計
外 国 語 科 目
保 健 体 育 科 目
情 報 処 理 科 目
言 語 表 現 科 目
計
学 部 共 通 科 目
（ 別 表 E 参 照 ）
教 科
（ 別 表 V • VI 参 照 ）
教 職
（ 別 表 E 参 照 ）
教 科 又 教科側表VI参冊
は 教 職 教職側表E参照）
専 攻 科 目
（ 別 表 VI 参 照 ）
特 別 研 究
計
自 由 選 択
iロh、 計
卒 業 に 必 要 な 単 位 数
A 群 B 群 c 群
2 2 2 一
2 6 2 6 2 6 
2 2 ト一一一一一 2 
2 2 2 
4 4 4 
18  1 8  1 8  
8 ( 2 カ 国語各 4 ) 8 ( 2 カ 国語各 4 ) 8 ( 2 カ 国語各 4 )
2 2 2 
2 2 2 
30 30 30 
4 4 4 
8 6 4 
43 37 37 
6 6 。
4 4 4 
I O  1 0  23 
6 6 6 
81  73  78  
23 31  26 
1 34 1 34 1 34 
D 群 E 群
2 2 




18  18  













1 34 1 34 
A群 ： 学校教育教員養成課程 教育学， 学校心理学専攻並びに 国語教育， 社会科教育， 数学教育， 理科教育， 家政教育， 音楽教育， 美術
教育及び保健体育専攻の小学校主免
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B 群 ： 学校教育教員養成課程 幼児教育専攻
C 群 ： 学校教育教員養成課程 障害児教育専攻の 小学校主免
D 群 ： 学校教育教員養成課程 障害児教育専攻 の 中 学校主免
報 第436号
E 群 ： 学校教育教員養成課程 英語教育， 技術教育専攻並びに 国語教育． 社会科教育． 数学教育． 理科教育， 家政教育， 音楽教育， 美術
教育及び保健体育専攻 の 中 学校主免
備 考
1 . 学校教育教員養成課程の学生は， 教養科 目 及び共通基礎科 目 の履修 に 際 し， 日 本国憲法 （ 2 単位） ， 健康ス ポー ツ ( 1 単位） ． 健康
ス ポーツ論 ( 1 単位） 文 は健康 ・ ス ポ ー ツ演習 ( 1 単位） ， 情報処理 （ 2 単位） を必ず修 得 し な ければな ら な い 。
2 .  D 群の教科及び 自 由選択の単位数は， 専攻教科 に よ り 異な る 。
3 . 自 由選択 に 教養科 目 及び共通基礎科 目 の 単位 を 1 0単位 ま で含 む こ と が で き る 。
別 表 W を 次 の よ う に 改 め る 。
別 表 W
教 科 の 指 導 法 等 に 関 す る 科 目
学校教育教員養成課程
開 A群 c 群 D 群 E 群
授 業 科 目 設
位
単 必 必 選 選 必 必
修 修 必 択 修 修
教 育 課 程 と 方 法 2 2 2 2 2 
国 語 科 教 育 法 初 等 2 2 
社 会 科 教 育 法 初 等 2 2 
算 数 科 教 育 法 初 等 2 2 
理 科 教 育 法 初 等 2 2 
生 活 科 教 育 法 初 等 2 2 8 
音 楽 科 教 育 法 初 等 2 2 2 
図 画 工 作 教 育 法 （ 初 等 ） 2 2 2 
家 庭 科 教 育 法 初 等 2 
4 2 
体 育 科 教 育 法 初 等 2 2 2 
国 語 科 教 育 法 中 等 6 2 6 
トーーーーー
社 会 科 教 育 法 中 等 6 2 6 
一
数 学 科 教 育 法 中 等 6 2 6 
理 科 教 育 法 中 等 6 2 1 6 
教 教音 楽 科 教 育 法 中 等 6 2 科 6 科
美 術 科 教 育 法 中 等 6 2 6 6 単
位
単
保 健 体 育 科 教 育 法 （ 中 等 ） 6 2 位 6 
技 術 科 教 育 法 中 等 6 2 6 
家 庭 科 教 育 法 中 等 6 2 6 
一
英 語 科 教 育 法 中 等 6 2 6 
地 理 歴 史 科 教 育 法 6 
公 民 科 教 育 法 6 
書 道 手ヰ 教 育 法 6 
情 報 科 教 育 法 I 6 
情 報 科 教 育 法 II 6 
2 4 8 
計 96 20 4 8 
14  
別表VI専攻科 目 中 1 学校教員養成課程（3）言語 ・ 社会系②英語教育， （4） 自 然 ・ 生活系③技術教育及び④家政教育. (5 )  
芸術 ・ 体育系①音楽教育及び②美術教育並びに 3 情報教育課程の表を次 の よ う に改め る 。
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②英語教育
専 門 科 目















（オー ラ ル コ ミ ュニケー シ ョ ン）
英語 コ ミ ュ ニ ｜ 英会話 E
ケ ー シ ョ ン ｜ （オー ラルコ ミ ュニケーシ ョ ン）
英作文 I
英作文 E
異 文 化 理 解 ｜ 異文化理解 と 外国事情
英語教育各論
英 語 科 教 育 ｜ 英語教育演習
英語科特別講義












































4 2 2 1 
10  












備考 1 教科文は教職 （教科分） の単位の取扱い
〔中〕 4 単位 ： 専攻科 目 34単位 に 含 ま れ て い る 。
2 副免で英語 2 種 を 取 る 場合は， 障害児教育 と 同 じ 科 目 を履修す る こ と 。
③技術教育
専 門 科 目 関 技術教育専攻 障害児教育専攻授 業 科 目 設 〔中〕区 分 等 単 必 修 選 択位 必 修
製図 I 1 1 1 
木 材 加 工 木材加工学 2 2 
木材加工 ・ 同実習 2 1 
製図 E 1 1 
金 属 加 工 金属加工学 2 2 
金属加工 ・ 同実習 2 2 
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機械工学概論 2 2 2 
機械材料学 2 2 機 械 機械 ・ 同実習 I 2 2 2 
機械 ・ 同実習 E 2 2 
電気 ・ 電子工学概論 2 2 2 
電気応用 2 2 電 気 電気 ・ 同実習 I 2 2 2 
電気 ・ 同実習 E 2 2 
栽培学 2 2 
園芸学 2 2 栽 培 応用 昆虫学 2 2 
栽培 ・ 同実習 2 2 2 
情報基礎論 2 2 
情報 と プ ロ グ ラ ミ ング I 2 2 
コ ン ビ ュ ー タ プ ロ グ ラ ミ ング E 2 2 
情報 と コ ン ビ ュ ー タ ・ 同実習 2 2 2 
技 術 科 教 育 技術科教育ゼ ミ ナール 4 4 
特 設 科 目
20 14 1 8  
計 46 34 
特 矧l 研 究 必修 6 単位
備 考 教科又は教職 （教科分） の単位の取扱い
〔中〕 4 単位 ： 専攻科 目 34単位 に 含 ま れ て い る 。
④家政教育
専 門 科 目 開 家 政 教 育 専 攻 障害児教育専攻授 業 科 目 設単 〔小〕 〔中〕 〔中〕区 分 等 位 必 修 選 択 必 修 選 択 必 修
家庭管理学 2 2 
家庭管理学演習 2 2 
家 庭 経 営 学 。家族関係学 2 2 2 2 
家庭経済学 2 2 2 2 
家政学原論 2 2 
。被服材料学 2 2 2 2 
被服管理学 2 2 
被服構成学 2 2 2 
被服衛生学 2 2 
被 m� 学 被服材料学実験 1 1 
被服管理学実験 1 1 
被服科学実験 1 1 1 
被服構成学実習 I 1 1 1 1 
被服構成学実習 E 1 1 
栄養学 2 2 2 2 
。食品学 2 2 2 2 
食品衛生学 2 2 
食 物 "¥: 調理科学 2 2 2 
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栄養学演習 2 2 
食品学実験 1 1 
食物科学実験 1 1 1 
調理学実習 I 1 1 1 1 
調理学実習 E 1 1 
。住環境論 2 2 2 2 
往生活論 2 2 住 居 学 住居学演習 2 2 
製図 1 1 1 
保育学 I 2 2 2 2 
保 育 戸寸aー． （実習及び家庭看護 を含む。 ）
保育学 E 2 2 
家庭電気 ・ 機械 家庭電気 ・ 機械 2 2 2 2 
及 び 情 報 処 理 情報処理 2 2 2 
家庭科教育論 2 2 
家庭科教育各論 2 2 
家 庭 科 教 育 家庭科教育演習 2 2 
家庭科教育ゼ ミ ナール 2 2 
家庭科特別講義 6 6 
特 設 科 目
6 10  18  16  
計 66 18  16  34  
特 JjlJ 研 究 必修 6 単位
備考 1 0印は， 小学校の教科に 関す る 科 目 を兼ねる。
2 教科又は教職 （教科分） の単位の取扱 い
〔小〕 6 単位 ． 専攻科 目 16単位 に 含 ま れて い る 。
〔中〕 4 単位 ： 専攻科 目 34単位 に 含 まれて い る。
( 5 )  芸術 ・ 体育系
①音楽教育







授 業 科 目 〔小〕
必 修 ｜ 選 択
声
専攻ソ ル フ ェ ー ジ ュ I
専攻ソルフ ェ ー ジ ュ E
O独唱法 I
楽 l 独唱法 E




















ピア ノ 奏法 I
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合奏演習 2 2 
指 揮 法 。指揮法 2 1 2 2 
。音楽理論 1 1 1 1 
和声学 2 2 
対位法 2 2 
。作曲法 1 1 1 1 
音楽理論 ・ 作 。D T M概論 2 2 
曲法及び音楽 D T M編曲法 2 2 
史 D T M作曲法 2 2 
。音楽史概説 2 2 2 2 
西洋音楽史 2 2 
日 本音楽史 2 2 
民族音楽史 2 2 
音 楽 科 教 育 音楽科教育ゼ ミ ナール 4 4 
音楽科特別講義 14  8 
4 10 6 1 7  
計 7 1  1 3  1 5  
1 6  34 
特 �lj 研 究 必修 6 単位
備考 1 。印は， 小学校の教科に関す る 科 目 を兼ねる。
2 教科又は教職 （教科分） の単位の取扱い
〔小〕 6 単位 ： 専攻科 目 16単位に含 まれ て い る 。
〔中〕 4 単位 ： 専攻科 目 34単位に含まれて い る 。
② 美術教育
専 門 科 目




















開設単位 ヲ J 、
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デ ザ イ ン デザイ ・ン I 4 
デザイ ン E 4 
デザイ ン技法演習 4 
図法及び製図 2 
総合デザイ ン実習 4 
造形の基礎E 1 
工芸論 4 
。工芸 I 4 
工芸 E 4 




美術理論 I 2 
美術理論 E 2 





美術科教育演習 4 美 術 科 教 育 美術教材実習 4 
子 ど も と造形 4 
美術科教育基礎 1 
特 設 科 目
計 152 
特 別 研 究
備考 1 。印は， 小学校の教科に 関 す る 科 目 を兼ねる。
2 教科又は教職 （教科分） の単位の取扱い
〔小〕 6 単位 ： 専攻科 目 16単位 に 含 ま れ て い る 。
〔中〕 4 単位 ： 専攻科 目 34単位 に 含 ま れ て い る 。
3 情報教育課程
①教育情報 シ ス テ ム 専 攻
専 門 科 目 授 業 科 目 開設区 分 等 単位
テク ニカルコ ミ ュニケーシ ョ ン 2 課 程 共 通 0イ ンター フ エ ースデザイ ン概論 2 
0計算機概論 2 
0情報処理 I 2 情報処理 ・ 情 0情報処理演習 I 2 報 科 学 0情報処理 E 2 









2 2 2 2 
2 2 2 2 
1 1 1 1 4 2 
1 1 1 1 
1 1 1 1 
2 2 2 2 
1 1 
2 2 2 
2 2 
1 1 










10  6 5 16 13 5 8 
16 34 13  
必 修 6 単 位
教育情報シス テム専攻
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0情報科学概論 2 2 
0知識工学 2 2 
0情報通信ネ ッ ト ワ ー ク 管理 2 2 
0情報通信ネ ッ ト ワ ー ク 演習 2 2 
微分 ・ 積分学 2 2 
線形代数学 2 2 
数 理 科 学 確率 ・ 統計学 2 2 
0情報数学 2 2 
0計算科学 2 2 
0情報社会論 2 2 
視覚 メ デ ィ ア論 2 2 
0授業 シス テム論 2 2 
教育統計 2 2 
0教育情報 シ ス テ ム設計 2 2 
教育情報 シ ス テム特別講義 2 2 
教育情報科学 教材デザイ ン論 2 2 
イ ンタ ー フ ェ ースデザイ ン演習 2 2 
デザイ ン概論 2 2 
0情報教育論 2 2 
情報教育特別講義 2 2 
Oマルチ メ デ ィ ア著作権法 2 2 
0音響 メ デ ィ ア 概論 2 2 
認知科学概論 2 2 
認知科学演習 2 2 
人 間 科 学 0生体情報 システム論 2 2 
生体情報シ ス テム特別講義 2 2 
精神医学概論 2 2 
情 報 と 職 業 0情報 と職業 2 2 
ゼ ミ ナ ー ル 情報教育基礎ゼ ミ ナール 8 8 情報教育ゼ ミ ナール 8 8 
特 設 科 目
計 86 22 30 
特 }Jlj 研 究 必修 6 単位
備考 O 印 の 授 業 科 目 は， 高等学校教諭 1 種免許状 （情報） を 取 得す る た め の
「教科 に 関す る 科 目 」 で あ る こ と を示す。
② マ ル チ メ デ ィ ア 芸術専攻
専 門 科 目 授 業 科 目 開設 マルチ メ デ ィ ア 芸術専攻区 分 等 単位 必 修 選択必修 選 択
テクニカルコ ミ ュ ニケー シ ョ ン 2 課 程 共 通 0イ ン タ ー フ ェースデザイ ン概論 2 2 
認知科学概論 2 2 
0計算機概論 2 2 
0情報処理 I 2 2 
0情報処理演習 I 2 2 情 報 技 術 0情報社会論 2 2 
第436号
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芸術情報処理 2 2 
0教育情報 シス テム設計 2 2 
0マルチ メ デ ィ ア 著作権法 2 2 
芸術史 4 4 
視覚 メ デ ィ ア 史 2 2 
芸 術 理 論 芸術論 （音楽 ・ 美術） 8 8 メ デ ィ アデー タ 編集法 2 2 
0マルチ メ デ ィ ア 表現論 I 2 2 
0マルチ メ ディ ア 表現論 E 2 2 
デザイ ン概論 2 2 
造形表現演習 8 8 
色彩理論／演習 2 2 
イ ンタ ー フ ェ ースデザイ ン演習 2 2 
視 覚 表 現 環境情報デザイ ン 2 2 
視覚 メ デ ィ ア基本演習 2 2 
0マルチ メ デ ィ ア表現演習 2 2 
視覚伝達論 4 4 
メ デ ィ ア芸術 （ 自 由 ・ 芸術） 4 4 
音楽表現演習 4 4 
O音響 メ デ ィ ア概論 2 2 
音響 メ デ ィ ア基本演習 2 2 
音 響 表 現 音響デザイ ン論 2 2 
0 コ ン ビ ュ ー タ 音楽概論 2 2 
コ ン ビ ュ ー タ 音楽編曲法 2 2 
コ ン ビ ュ ー タ 音楽創作 2 2 
情 報 と 職 業 0情報 と 職業 2 2 
ゼ ミ ナ ー ル マルチ メ デ ィ ア基本演習 4 4 
マルチメデ、 ィ ア制作総合演習 4 4 
特 設 科 目
計 94 2 22 
28 
特 Jjlj 研 究 必 修 6 単 位
備考 O印 の授業科 目 は， 高等学校教諭 1 種免許状 （情報） を 取得す る た め の 「教科に関する
科 目 」 で あ る こ と を 示す。
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別表VII を 次 の よ う に 改 め る 。 （別添）
別表VII 取得で き る 免許状 の 種類
課 程 免許状の種類
小学校教諭 1 種免許状
中学校教諭 1 種免許状の教科 高等学校教諭 1 種免許状の教科
国 語 国 語
社 必:z:>』' 地 理 歴 史
数 学 公 民
理 科 数 学
学校教育教員 音 楽 理 科美 術 音 楽養 成 課 程 保 健 体 育 美 術
技 術 書 道
家 庭 保 健 体 育




情報教育課程 高等学校教諭 1 種免許状 （情報）
備考 教育職員免許法施行規則 に 定 め る 所定の単位を修得 し た と き は． 複数の免許状 を あ わせて取得する こ と がで き る 。
附 則
1 こ の 規則は， 平成13年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 改正後 の 別 表 I , N ,  VI 及 びVII に つ い て は ， 平成 1 1 年度入学者か ら 適用 し ， 平 成 1 0年度以前 の 入学 者 に つ い て は ，
な お 従 前 の 例 に よ る 。
富山大学工学部規則の一部改正
富山大学工学部規則の改正理由
専 門 科 目 の カ リ キ ュ ラ ム を 見直 し ， 教 育 内 容 の 充 実 を 図 る た め ， 所要事項 を 改 め る 。
富 山 大 学工学部規則 の 一 部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平成 1 3年 3 月 1 6 日
富 山 大学工学部規則 の一部を改正す る 規則
富 山 大学工学部規則 （平成 5 年 4 月 1 日 全部改正） の 一 部 を 次 の よ う に 改正す る 。
別 表 I （第 4 条 関 係） 卒 業 に 必要な修得単位数 の 表 中
専 専門基礎科 目 か ら 修得する 単位 30以上 1 14以上 I s 以上 i
門 84以上
手ヰ 専攻科 目 か ら 修得する 単位数 54以上 I 10以上 1 76以上 ｜ を
目 計 84以上
専 専門基礎科 目 か ら 修得す る 単位 38以上 1 4以上 8 以上 J 84以上
富 山 大学長 時 津 貢
科
門 専攻科 目 か ら 修得する 単位数 46以上 70以上 76以上 に 改 め る 。
目 計 84以上
別 表 II （第 6 条 関 係 ） 中 電気電子 シ ス テ ム 工 学科， 機械知能 シ ス テ ム 工 学 科 及 び物 質 生 命 シ ス テ ム 工学科 の 表 を 次
の よ う に 改 め る 。
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電気電子 シ ス テ ム 工学科
単 位 数
授 業 科 目 名 必 選 選 自 選 授 業 科 目 名
修 必 択 由 択
微分積分 1 2 法規及び管理
微分積分 2 2 電磁波工学 1
線形代数 2 電磁波工学 2
微分方程式 l 2 信号処理工学
微分方程式 2 2 通信方式
ベ ク ト ル解析 2 通信 システム
複素解析 2 電波法規
計算機工学 2 計算電磁工学
数値解析 2 電気電子計測工学専 プ ロ グ ラ ミ ング l 2 セ ンサ工学
プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 2 シ ス テ ム 制御工学 1門 力学 2 専 シ ス テ ム 制御工学 2
基 熱 ・ 波動
2 電気電子材料工学
化学 2 結晶物理工学
礎 量子力学 2 電子物性工学 l
電磁気学 l 2 攻 電子物性工学 2
科 電磁気学演習 I 量子効果デバイ ス
電磁気学 2 2 量子光工学
目 電磁気学演習
2 1 表面エ レ ク ト ロ ニ ク ス
電気回路 l A 2 半導体デバイ ス 1
電気回路 l B 2 科 半導体デバイ ス 2
電気回路演習 1 集積回路工学
電気回路 2 2 光 ・ 電子デバイ ス
電気回路演習 2 ナ ノ エ レ ク ト ロ ニ ク ス
ア ナ ロ グ電子回路 1 2 目 安全 ・ 開発管理工学ア ナ ロ グ電子回路 2 2 数学基礎演習
ア ナ ロ グ電子回路演習 自 由課題製作実験
デ ィ ジ タ ル電子回路 2 電気電子工学実験 1
電力発生工学 3 電気電子工学実験 2
専
電気エネルギー伝送工学 1 2 電気電子工学実験 3
電気エネルギー伝送工学 2 2 電気電子工学実験 4
攻 高電圧学 2 電気電子工学論文講読パ ワ ーエ レ ク ト ロ ニ ク ス 2 卒業論文
科 電気機器工学 1
2 工業英語
電気機器工学 2 2 
目 電動力応用工学 2 電気電子 システム工 学特論
電気電子工学設計製図 2 職業指導
プ ラ ズマ理工学 2 情報化社会 と教育
備 考
1 電気電子 シ ス テ ム 工学特論 の単位数は必要 に 応 じ て定 め る 。
2 卒業 に必要な修得単位数は， 次の条件を満た し 1 24単位以上で あ る こ と 。
( 1 ） 教養科 目 ・ 共通基礎科 目
富山大学 に お け る 教養科 目 及び共通基礎科 目 履修規則 に定め る選択科 目 30単位以上
(2） 専門科目
専門基礎科 目 は5 1 単位中38単位以上， 専攻科 目 は必修科 目 23単位を含め46単位以上， 合計84単位以上
84単位の 内訳は， 学科の定め る と こ ろ に よ る 。
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機械 シ ス テ ム 工 学科
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1 機械 シ ス テム 工学特論の単位数は必要 に 応 じ て 定 め る 。
2 卒業に 必要な修得単位数は， 次の条件を満た し 1 24単位以上で あ る こ と 。
( 1 ） 教養科 目 ， 共通基礎科 目
富山大学 に お け る 教養科 目 及び共通基礎科 目 履修規則 に 定 め る 選択科目 30単位以上
(2） 専門 科 目
専門基礎科 目 は 18単位中必修 2 単位を含め 8 単位以上， 専攻科 目 は必修科 目 32単位 を含め76単位以上， 合計84単位以上
84単位の内訳は， 学科の定め る と こ ろ に よ る 。
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物 質 生命 シ ス テ ム 工学科
単 位 数 単 位 数
授 業 科 目 名 必 選 選 自 選 授 業 科 目 名 必 選 選 自 選
修 必 択 由 択 修 必 択 白 択
微分積分 1 2 生命物性工学 l 2 
微分積分 2 2 生命物性工学 2 2 
線形代数 1 2 細胞工学序論 2 
線形代数 2 2 生物物理化学 2 
専 応用数学 1 2 蛋 白 質工学 2 
応用数学 2 2 基礎生理学 2 
応用数学 3 2 生命物性工学演習 2 
門 物理学 1 2 生化学 1 2 
物理学 2 2 生化学 2 2 
基 物理学 3 2 専 生化学 3 2 
無機化学 1 2 遺伝子工学 l 2 
無機化学 2 2 遺伝子工学 2 2 
礎 基礎有機化学 l 2 細胞工学 2 
基礎有機化学 2 2 生命情報工学 2 
科 分析化学 2 生命計測工学 2 
物理化学 1 2 生命分子機能工学 2 
物理化学 2 2 マ イ ク ロ メ リ テ ィ ッ ク ス 2 
目 物理化学 3 2 粉体物性工学 2 
生物学 2 攻 粉体プ ロ セ ス 工学 1 2 
物質 ・ 生命システム工学ゼミ ナール 2 粉体プ ロ セ ス 工学 2 2 
物理学実験 1 プ ロ セ ス 工学量論 2 
化学実験 1 移動現象論 1 2 
資源化学 2 移動現象論 2 2 
無機化学 3 2 多相系移動現象論 2 
生物有機化学 2 反応工学 1 2 
有機化学 l 2 反応工学 2 2 
有機化学 2 2 生物化学工学 2 
有機化学演習 2 科 生物反応工学 2 
構造有機化学 2 拡散操作論 2 
専 有機合成化学 2 物質移動論 2 
反応速度論 2 分離工学 2 
電気化学 2 拡散プ ロ セ ス 工学 2 
攻 無機化学演習 2 プ ロ セ ス 設計 1 2 
錯体化学 2 プ ロ セ ス 設計 2 2 
量子化学 2 化学プ ロ セ ス 制御 2 
科 物理有機化学 2 プ ラ ン ト 設計工学 2 
機器分析化学 1 2 目 プ ロ セ ス 工学計算 1 1 
機器分析化学 2 2 プ ロ セ ス 工学計算 2 2 
目 機器分析化学演習 2 材料製錬工学 2 
環境化学 2 材料精錬工学 2 
高分子化学 2 金属化学 2 
生体高分子化学 2 腐食 ・ 防食工学 2 
高分子物理化学 2 機能材料工学 1 2 
物理化学演習 2 機能材料工学 2 2 
細胞生産工学 1 2 高温反応工学 2 
細胞生産工学 2 材料評価学 2 
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備 考
1 物質生命 シ ス テ ム 工学特論の単位数は必要 に 応 じ て 定 め る 。
2 卒業に 必要な修得単位数は． 次の条件を満た し 1 24単位以上で あ る こ と 。
(1 ） 教養科 目 ， 共通基礎科 目
富 山 大学にお け る 教養科 目 及び共通基礎科 目 履修規則 に定め る 選択科 目 30単位以上
(2） 専門科 目
専門基礎科 目 及び専攻科 目 は必修科 目 1 0単位 を含め84単位以上， 合計84単位以上
84単位 の内訳は， 学科の定め る と こ ろ に よ る 。
3 職業指導の単位は． 卒業に必要な修得単位数 に は含 め な い 。
附 則
1 こ の 規則は， 平 成 1 3年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。




1 平成 1 3年 度 に 大学院教育 学研究科 （修士課程） 教科教育専攻が整備 （社会科教育専修及び英語教育専修 の 設
置） さ れ る こ と に 伴 い ， 所要事項 を 改 め る 。
2 授 業科 目 を 増 設 し ， 教 育 内 容 の 充 実 を 図 る た め ， 所要事項 を 改 め る 。
富 山 大 学大学院教育学研究科規則 の 一 部 を 改正 す る 規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成 1 3年 3 月 3 1 日
富 山 大学大 学院教育学研究科規則の一部を改正す る 規則
富 山 大学長 時 津 貢
富 山 大学大学 院教育学研究科規則 （平成 6 年 3 月 3 1 日 制 定） の 一 部 を 次 の よ う に 改正す る 。
第 2 条 中 「国語教育専修 「国語教育専修
数学教育専修 社会科教育専修
理科教育専修 数学教育専修
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別表第 1 （第 3 条 関 係） を 次 の よ う に 改 め る 。




（ 共 通 ）
教 育 学
（ 教 育 学 史 ）
教 育 ，心 理 ¥ 
発 達 iL.;、 理 学
学 校 経 営
教 育 社 �コh言 学
教 育 内 容 ・ 方 法 論
道 徳 教 育
特殊教育 に 関 す る 教 育
特殊教育 に 関 す る 心 理
特殊教育 に 関 す る 生理



























































2 特殊教育 に 関す る 科 目
2 か ら 履修す る こ と がで
2 き る 。
2 ③課題研究
2 4 単位必修
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（ 共 通 ）







（ 共 通 ）
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社会科教育特論 E 2 4 単位選択
社会科教育特論演習 E 2 ②教科教育専攻科 目
歴史学特論 I 2 2 単位必修
史
歴史学特論演習 I 2 10単位選択
歴 学
歴史学特論 E ③課題研究2 
歴史学特論演習 E 2 4 単位必修
地理学特論 I 2 ④ 自 由選択科 目
地理学特論演習 I 2 6 単位選択
地 理 学
地理学特論 E ⑤修士論文2 









社会学特論 I 2 
社 � 
社会学特論演習 I 2 
学
社会学特論 E 2 
社会学特論演習 E 2 
経済学特論 I 2 
経 済 学
経済学特論演習 I 2 
経済学特論 E 2 
経済学特論演習 E 2 
課題研究 4 
③数学教育専修
分 野 授 業 科 目
単 位 数
備 考
必 修 選 択
学校教育研究 I （教育学系） 2 修得単位数
（ 共 通 ）
学校教育研究 II （教育心理学系） 30単位以上2 
数学科教育研究 2 
数学科教育特論 I 2 ①学校教育専攻科 目
数 学 科 教 育 数学科教育特論演習 I 2 4 単位必修
数学科教育特論 E 2 4 単位選択
数学科教育特論演習 E 2 ②教科教育専攻科 目
代数学特論 I 2 2 単位必修
代数学特論演習 I 2 10単位選択
代 数 学
代数学特論 E ③課題研究2 
代数学特論演習 E 2 4 単位必修
幾何学特論 I 2 ④ 自 由選択科 目
幾
幾何学特論演習 I 2 6 単位選択
何 学
幾何学特論 E ⑤修士論文2 
幾何学特論演習 E 2 必修
解析学特論 I 2 
解 析
解析学特論演習 I 2 
学
解析学特論 E 2 
解析学特論演習 E 2 
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④理科教育専修
分 野
（ 共 通 ）
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音楽科教育特論 I 2 ①学校教育専攻科 目
音 楽 科 教 育
音楽科教育特論演習 I 4 単位必修2 
音楽科教育特論 E 2 4 単位選択
音楽科教育特論演習 E 2 ②教科教育専攻科 目
声楽特論 2 2 単位必修J声 楽
声楽特論演習 2 10単位選択
器楽特論 2 ③課題研究
器 楽 器楽特論演習 I 2 4 単位必修
器楽特論演習 E 2 ④ 自 由選択科 目
作曲法特論 2 6 単位選択





音楽教育実践研究 I 2 
音楽教育実践研究 E 2 
課題研究 4 
⑥美術科教育専修
分 野 授 業 科 目
単 位 数
備 考
必 修 選 択
学校教育研究 I （教育学系） 2 修得単位数
（ 共 通 ）
学校教育研究 II （教育心理学系） 30単位以上2 
美術科教育研究 2 2 
美術科教育特論 I 2 ①学校教育専攻科 目
美 術 手ヰ 教 育 美術科教育特論演習 I 2 4 単位必修
美術科教育特論 E 2 4 単位選択
美術科教育特論演習 E 2 ②教科教育専攻科 目
絵画特論 2 2 単位必修
絵 画 絵画特論演習 I 2 10単位選択
絵画特論演習 E 2 ③課題研究
彫刻特論 2 4 単位必修
彫 刻l 彫刻特論演習 I 2 ④ 自 由選択科 目
彫刻特論演習 E 2 6 単位選択
－ ー ザ
デザイ ン特論 2 ⑤修士論文
フー イ ／ 




美 術 理 論 ・ 美 術 史
美術理論 ・ 美術史特論 2 
美術理論 ・ 美術史特論演習 2 
美術教育実践研究 I 2 
美術教育実践研究 E 2 
課題研究 4 
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⑦保健体育専修
分 野 授 業 科 目
単 位 数
備 考
必 修 選 択
学校教育研究 I （教育学系） 2 修得単位数
（ 共 通 ）
学校教育研究 II （教育心理学系） 30単位以上2 
保健体育科教育研究 2 
保健体育科教育特論 I 2 ①学校教育専攻科
保健体育科教育特論演習 I 2 4 単位必修
保 健 体 育 科 教 育 保健体育科教育特論 E 2 4 単位選択
保健体育科教育特論演習 E 2 ②教科教育専攻科 目
保健体育科教育特論 E 2 2 単位必修
保健体育科教育特論演習 E 2 10単位選択
体育学特論 I 2 ③課題研究
体育学特論演習 I 2 4 単位必修
体育学特論 E 2 ④ 自 由選択科 目
体
体育学特論演習 E 2 6 単位選択
育 学
体育学特論E ⑤修士論文2 
体育学特論演習 E 2 必修
体育学特論W 2 
体育学特論演習W 2 
運動学特論 I 2 
運動学特論演習 I 2 
運動学特論 E 2 
運動学特論演習 E 2 
運 動 学
運動学特論E 2 
運動学特論演習 E 2 
運動学特論W 2 
運動学特論演習N 2 
学校保健学特論 I 2 
学校保健学特論演習 I 2 
学 校 保 健
学校保健学特論 E 2 
学校保健学特論演習 E 2 
保健体育教育実践研究 I 2 
保健体育教育実践研究 E 2 
課題研究 4 
⑧技術教育専修
分 野 授 業 科 目
単 位 数
備 考
必 修 選 択
学校教育研究 I （教育学系） 2 修得単位数
（ 共 通 ）
学校教育研究 II （教育心理学系） 30単位以上2 
技術科教育研究 2 
技術科教育特論 I 2 ①学校教育専攻科 目
技術科教育特論演習 I 2 4 単位必修
技術科教育特論 E 2 4 単位選択
技 術 科 教 育 技術科教育特論演習 E 2 ②教科教育専攻科 目
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情報技術学特論 I 2 2 単位必修
情報技術学特論演習 I 2 10単位選択
情報技術学特論 E 2 ③課題研究
情報技術学特論演習 E 2 4 単位必修
電気技術学特論 I 2 ④ 自 由選択科 目
電気技術学特論演習 I 2 6 単位選択
電 気
電気技術学特論 E ⑤修士論文2 
電気技術学特論演習 E 2 必修
機械技術学特論 I 2 
機 械
機械技術学特論演習 I 2 
機械技術学特論 E 2 
機械技術学特論演習 E 2 
技術教育実践研究 I 2 
技術教育実践研究 H 2 
課題研究 4 
⑨家政教育専修
分 野 授 業 科 目
単 位 数
備 考
必 修 選 択
学校教育研究 I （教育学系） 2 修得単位数
（ 共 通 ）
学校教育研究 II （教育心理学系） 30単位以上2 
家庭科教育研究 2 
家庭科教育特論 I 2 ①学校教育専攻科
家 庭 科 教 育 家庭科教育特論演習 I 2 4 単位必修
家庭科教育特論 E 2 4 単位選択
家庭科教育特論演習 E 2 ②教科教育専攻科 目
食物学特論 円L. 2 単位必修
食 物 学
食物学特論演習 10単位選択2 
被服学特論 I 2 ③課題研究
被服学特論演習 I 2 4 単位必修
被 m� 学
被服学特論 E ④ 自 由選択科 目2 





保 育 ‘ 学
保育学特論演習 2 
家庭経営特論 I 2 
家庭経営特論演習 I 2 
家 政 一 般
家庭経営特論 E 2 
家庭経営特論演習 E 2 
家庭教育実践研究 I 2 
家庭教育実践研究 E 2 
課題研究 4 
- 50一
平 成 1 3年 5 月 発行 学 報 第436号
⑩英語教育専修
分 野 授 業 科 目
単 位 数
備 考
必 修 選 択
学校教育研究 I （教育学系） 2 修得単位数
（ 共 通 ）
学校教育研究 II （教育心理学系） 30単位以上2 
英語科教育研究 2 
英語科教育特論 I 2 ①学校教育専攻科
英語科教育特論演習 I 2 4 単位必修
英 語 科 教 育
英語科教育特論 E 4 単位選択2 
英語科教育特論演習 E 2 ②教科教育専攻科 目
英語科教育特論 E 2 2 単位必修
英語学特論 I 2 10単位選択
英語学特論演習 I 2 ③課題研究
英 語 学
英語学特論 E 4 単位必修2 
英語学特論演習 E 2 ④ 自 由選択科 目
英米文学特論 I 2 6 単位選択
英米文学特論演習 I 2 ⑤修士論文
英米文学特論 E 2 必修
英 米 文 学
英米文学特論演習 E 2 
英米文学特論 E 2 
英米文学特論演習 E 2 
課題研究 4 
附 則
1 こ の 規 則 は ， 平 成 1 3年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 平成12年度以 前 の 入学者 に つ い て は， な お 従 前 の 例 に よ る 。
富山大学大学院理工学研究科規則の一部改正
ー 富山大学大学院理工学研究科規則の改正理由 ーー
1 地球科学専攻 の カ リ キ ュ ラ ム を 見直 し ， 教 育 内 容 の 充実 を 図 る た め ， 所 要 事項 を 改 め る 。
2 理工学研究科博士 前 期 課程が改組 さ れ る こ と に 伴 い ， 所要事項 を 改 め る 。
富 山 大学大学院理工学研究科規則 の 一部 を 改正 す る 規 則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平成 1 3年 3 月 3 1 日
富 山 大学大学院理工学研究科規則の一部を改正す る 規則
富 山 大学長 時 津 貢
富 山 大学大学院理 工学研究科規則 （平成 1 0年 3 月 27 日 制定） の 一 部 を 次 の よ う に 改正す る 。
別表第 1 （博士 前 期 課程） を 次 の よ う に 改 め る 。
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別 表 第 1 （博士前期課程）
専 攻 授 業 科 目 単位数 備 考
数 学 専 攻 代数学特論 I 2 0 印 は必修
代数学特論 E 2 科 目
幾何学特論 I 2 
幾何学特論 E 2 
多様体特論 I 2 
多様体特論 E 2 
関 数解析学特論 I 2 
関 数解析学特論 E 2 
複 素解析学特論 I 2 
複 素解析学特論 E 2 
実解析学特論 I 2 
実解析学特 論 E 2 
確率過程特論 I 2 
確 率 過程特論 E 2 
確 率現象特論 I 2 
確率現象特論 E 2 
関数方程式特論 I 2 
関数方程式特論 E 2 
応用 数理特論 I 2 
応用 数理特論 E 2 
数理現象特論 I 2 
数理現象特論 E 2 
情 報数理学特論 I 2 
情報数理学特論 E 2 
情 報 シ ス テ ム 特論 I 2 
情報 シ ス テ ム 特論 E 2 
0数学特論 2 
数理科学特論 I 1 
数理科学特論 E 1 
0 ゼ ミ ナ ー ル 4 
0 数学特別研究 16 
物 理 学 専 攻 凝縮系物理学 I 2 
凝縮系物理学 E 2 
磁性物理学 2 
低温物理学 2 
素粒子物理学 I 2 
素粒子物理学 E 2 
場 の 量子論 I 2 
場 の 量子論 E 2 
回折物理学 2 
結 品物理学 I 2 
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結品物理学 E 2 
電波物理学 2 
電波分光学 I 2 
電波分光学 E 2 
量子エ レ ク ト ロ ニ ク ス I 2 
量子エ レ ク ト ロ ニ ク ス E 2 
レ ー ザ一分光学 2 
0現代物理学特論 2 
物理学特別講義 I 1 
物理学特別講義 E 1 
0物理学特別実験 2 
0 ゼ ミ ナ ー ル 4 
0物理学特別研究 1 4  






溶 液化学特論 2 
生体無機化学 2 








エ ネ ルギ一変換特論 2 
同位体化学 2 




水 素 エ ネ ルギー特別講義 1 
0化学特別実験 2 
0 ゼ ミ ナ ー ル 4 
0化学特別研究 14 
生 物 学 専 攻 植物系統分類学特論 2 








比 較 内 分泌学特論 2 
内 分泌細胞学特論 2 
生体制御学特論 2 
生体機能調節学特論 2 
0 生物科学特論 2 
生物学特別講義 I 1 
生物学特別講義 E 1 
0生物学特別実験 2 
0 ゼ ミ ナ ー ル 4 
0 生物学特別研究 1 4  
地 球 科 学 専 攻 地球磁気学 2 





気 候 力 学特論 2 





火 山 地質 学 2 
第四紀地質学 2 
岩石学特論 I 2 







地質学巡検 I 3 
地質学巡検 E 1 
0地球科学特論 2 
地球科学特別講義 I 2 
地球科学特別講義 E 2 
0地球科学特別実験 2 
0 ゼ ミ ナ ー ル 4 
0地球科学特別研究 14  
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生 物 圏 環 境 0環境化学特論 2 





水 圏 化 学特論 2 





環境動物 生理学特論 2 
生物物理学特論 2 
植物 生態学特論 2 
植生立地学特論 2 
光生物学特論 2 
環境植物 生理学特論 2 
生物 圏環境科学特別講 義 I 1 
生物 園環境科学特別講義 E 1 
0生物 闇環境科学特別実験 2 
0 ゼ ミ ナ ー ル 4
0生物 圏 環境科学特別研究 1 4  
電気電子 シ ス テ ム 電 力 工学特論第 1 2 
工 学 専 攻 電 力 工学特論第 2 2 
エ ネ ルギ ー変換工学特論第 1 2 
エ ネ ルギ ー 変換工学特論第 2 2 
プ ラ ズ マ 物理学特論第 1 2 
プ ラ ズマ物理学特論第 2 2 
通信伝送工学特論第 1 2 
通信伝送工学特論第 2 2 
通信 シ ス テ ム 特論第 1 2 
通 信 シ ス テ ム 特論第 2 2 
生体 シ ス テ ム 特論第 1 2 
生体 シ ス テ ム 特論第 2 2 
計測 シ ス テ ム 特論第 1 2 
計 測 シ ス テ ム 特論 第 2 2 
電子物性工学特論第 1 2 
電子物性工学特論第 2 2 
電子デバ イ ス 工学特論第 1 2 
電子デバ イ ス 工学特論第 2 2 
基礎物性工学特論第 1 2 
基礎物性工学特論第 2 2 
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表 面 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 特論第 1 2 
表 面 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 特論第 2 2 
電気電子 シ ス テム 工学特別講義 4 以下
0 電気電子 シ ス テ ム 工学特別演習 2 
0電気電子 シ ス テ ム 工学特別研究 1 0  
知 能 情 報 シ ス テ ム 工 学特論第 1 2 
工 学 専 攻 シ ス テム 工 学特論第 2 2 
パ タ ー ン 情報処理特論第 1 2 
パ タ ー ン 情報処理特論第 2 2 
知 識情報処理特論第 1 2 
知 識情報処理特論第 2 2 
ア ル ゴ リ ズ ム 解析特論 2 
知 識 シ ス テ ム 特論 2 
視覚情報処理特論第 1 2 
視覚情報処理特論第 2 2 
神経情報学特論 2 
通信方式特論第 1 2 
通信方式特論第 2 2 
ヒ ュ ー マ ン 情報処理特論第 1 2 
ヒ ュ ー マ ン 情報処理特論第 2 2 
符号化情報学特論 第 1 2 
符 号化情報学特論第 2 2 
知識情報工学特別講義 4 以下
0知識情報工学特別演習 2 
0知識情報工学特 別研究 1 0  
機械知能 シ ス テ ム 弾 性 力 学特 論 2 
工 学 専 攻 塑 性 力 学特論 2 
強度設計工学特論 2 





工 業 熱 力 学特論 2 
伝熱工学特論 2 
流体工学特論 2 
流 体 力 学特論 2 
環境数理解析特論 2 
隊散数学特論 2 
カ オ ス 工学特論 2 
機械 シ ス テ ム 動 力 学特論 2 
機械 シ ス テ ム 構成学特論 2 
制御工学特 論 2 
- 56 -
平成13年 5 月 発行 学 報 第436号
制御機器特論 2 
計 測 シ ス テ ム 特論 2 
精密測定 シ ス テ ム 特論 2 
画像計測 シ ス テ ム 特論 2 
計 算 力 学特論 2 
数値熱流体工学特論 2 
機械知能 シ ス テ ム 工学特別講義 4 以下
0機械知 能 シ ス テ ム 工学特別演習 2 
0機械知能 シ ス テ ム 工学特別研究 2 
物 質 生 命 シ ス テ ム 有機反応化学特論 2 
工 � 専 攻 有機合成化学特論 2 
ヘ テ ロ 原子有機反応特論 2 





生体高 分子界面化学特論 2 
コ ロ イ ド 科学特論 2 
生物有機化学特論 2 
機能分子化学特論 2 
生命分子 生産工学特論 2 
遺伝子工学特論 2 
細胞物性工学特論 2 
バ イ オ エ レ ク ト ロ ニ ク ス 特論 2 
分子細胞工学特論 2 
代謝工学特論 2 
分 子生物学特論 2 
粉体工学特論 2 
粉体プ ロ セ ス 工学特論 2 
移動現象特論 2 
多 相 系 移動現象特論 2 




プ ロ セ ス シ ス テ ム 工学特論 2 
粉粒体 プ ロ セ ス 設計特論 2 
材料化学特論第 1 2 
材料化学特論第 2 2 
無機材料工学特論第 1 2 
無機材料工学特論第 2 2 
材料設計工学特論第 1 2 
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物 質 生命 シ ス テ ム 工 学特別ゼ ミ ナ ー ル




物 質 生命 シ ス テ ム 工学特別演習 E 2 
物 質 生命 シ ス テ ム 工学特別演習 E 2 
O 物 質 生 命 シ ス テ ム 工学特別研究 1 0 
附 則
1 こ の 規 則 は ， 平成13年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 平 成 1 2年度以 前 の 入 学者 に つ い て は， な お 従 前 の 例 に よ る 。
ミ』 昌 司
富 山 大 学 の 在 り 方 に 関 す る 検討特別委員会 （ 4 月 3 日 ）
（審議事項）
( 1 )  富 山 大学の 在 り 方 （将来像） に つ い て
自 己点検評価 委 員 会 （ 4 月 9 日 ）
（審議事項）
( 1 ) 全 学 テ ー マ 別 評 価 「教育サー ビ ス 面 に お け る 社会
貢献」 の 「 と ら え 方」 「 目 的」 「 目 標」 に つ い て
(2) 平 成 1 3年度学務情報 シ ス テ ム の 運 用 に 伴 う 教育改
善 に 関 す る こ と に つ い て
事務協議会 （ 4 月 1 3 日 ）
（協議事項）
( 1 )  平 成 1 2年度学位記授 与 式及び平成 1 3年度入学式 に
つ い て
(2)  学長候補者選挙 に つ い て
国 立大学の設置形態 に 関 す る 検討特別委 員会 （ 4 月 13 日 ）
（審議事項）
( 1 ) 独立行政法人化後 の 組織 業務 の 在 り 方 に つ い て
総務委員会 （ 4 月 1 3 日 ）
（審議 事項）
( 1 ) 富 山 大学遺伝子解析研究倫理規則 の 制 定 に つ い て
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(2 )  富 山 大学五福地区構 内交通規制 に 関 す る 実施細 目
等 の 一部改正 に つ い て
(3) 駐車場 の有効利用 に つ い て
部局長会議 （ 4 月 20 日 ）
（審議事項）
( 1 ) 学 生 の 除籍 に つ い て
評議会 （ 4 月 20 日 ）
（報告事項）
(1)  富 山 大 学 名 誉教授称号授 与 に つ い て
(2) 富 山 大 学 ヒ ト ゲ ノ ム ・ 遺伝子解析研究倫理規 則 の
制定 に つ い て
(3) 平 成 1 2 年 度 大 学 評 価 （ 「教育サー ビ ス 面 に お け る
社会貢献J ） 事前調査 （ と ら え 方） の 回答 に つ い て
(4) 富 山 大 学 の 中 期 目 標 ・ 中 期 計画 に 基 づ く 平 成 1 3 年
度 計画 に つ い て
( 5 )  富 山 大 学 の 教 員 人 事 の 活性 化 の 方 策 に つ い て
入学試験実施委員会 （ 4 月 24 日 ）
（審議事項）
( 1 )  大学入試セ ン タ ー 試 験 の 5 教科 7 科 目 に つ い て
(2) 平成1 4年度大学入試セ ン タ ー 試 験 の 利 用 に つ い て
(3) 「 日 本語留学 の た め の新た な試験J に つ い て
平成13年 5 月 発行
学生相 談連絡会議 （ 4 月 26 日 ）
（議 題）
(1 ) 学生相談室要項 （案） に つ い て
学生生活委員会 （ 4 月 27 日 ）
（審議事項）
学
(1 )  富 山 大学学部学生生活委員会規則 の 一部改正 に つ
報 第436号
い て
(2) 第46回 （平成13年度） 大学祭 に つ い て
国 立大学の設置形態 に 関 す る 検討特別委員会 （ 4 月 27 日 ）
（審議事項）
( 1 )  独立行政法人化後の組織業務 の 在 り 方 に つ い て
���� 
次期学長候補者 に小津
時津 貢 学 長 の任 期 が 平
成13年 6 月 1 2 日 に 満 了 す
る こ と に 伴 い ， 次 期 学長
候補者 の 選考 が行 わ れ ま
し た。
学 長候補者選挙管理委
員 会 に 学長候補者 と し て
次 の 3 氏が推薦 さ れ ま し
た が， そ の 後， 時津候補
者か ら 辞退の 申 し 出があ っ
た た め， 残 る 2 氏 に つ い
て 4 月 1 7 日 に 選 挙 を 行 っ た 結 果 小 津 浩 人文学部教授
が学長候補者 と な り ． 同 日 開 催 の 評 議会 に お い て 次期 学
長候補 者 に 決定 し ま し た 。 任期 は， 富 山 大学学長選考規
則 に 基 づ き 平成13年 6 月 13 日 か ら 4 年 問 。
小 津
時 津
浩 （富 山 大学人文学部教授）
貢 （富 山 大学長）
山 地 啓 司 （富山 大学教育学部教授）
小津教授は， 昭和38年 7 月 国 際基 督 教大学教養 学 部 を
卒業， 同 46年 3 月 東京教育大学大 学院文 学研究科修士課
程 を 修 了 ， 同 5 1 年 3 月 東京教育大学大学院文学研究科博
士課程 を 単位取得退学後． 同 年 4 月 富 山 医科薬科大学医
浩人文学部教授を 選 出
学 部助 教 授 に 採用 さ れ， 平成元年 4 月 富 山 大学人文学部
教 授 に 昇 任 さ れ， 現 在 に 至 っ て い ま す。
こ の 間 ， 平成 5 年 5 月 か ら 同 7 年 5 月 ま で評議員 を ，
同 年 5 月 か ら 同 9 年 5 月 ま で 人文 学部 長 を ， 同 年 5 月 か
ら 同 11 年 5 月 ま で 評議員 を 併任 さ れ， 平成11年 4 月 か ら
学長補佐 に ， 同 12年 4 月 か ら 副学長に就任 さ れて い ま す。
専 門 は 近 代 日 本宗教史。 富 山県 出 身。
（就任 の抱負）
富 山 大学 に 相 次 い で 起 こ っ て い る 不祥事は． も は や 一
部 の 人 の 例 外的 な も の で は な く 体質 化 し た も の の 中 か
ら 流 れ 出 て き た も の だ と 思 わ れ ま す。 あ ら ゆ る 改革 を 口
に す る 前 に ， こ の体 質 を 根本か ら 改 め て い か な け れば，
富 山 大 学 は 間 違 い な く 崩嬢す る で し ょ う 。 私 は ， そ の 膿
を 出 し き り ， 富 山 大学 を 根本か ら 立 て 替 え 直す た め に ，
ま さ に そ の こ と だ け の た め に 選ばれ た の だ と 思 っ て い ま
す。 そ の 限 り で， 私 は 一切 の妥協 を 排 し ， 不 退 転 の 決 意
で ， 臨 む つ も り で す。 し か し ， 体質化 し た も の で あ れば
こ そ， 全学の構成員が心を 一つ に し て 取 り 組 ま な ければ，
こ の 難事業 を 成 し 遂げ る こ と はで き ま せ ん。 そ の た め に
ま ず 必 要 な の は ， 構成 員 相 互 の 対話です。 キ ャ ン パ ス の
中 で私 の 姿 を 見 か け た ら ， ど な た で も 気軽 に 声 を か け て
下 さ い 。 万 事 は そ こ か ら 始 め ま し ょ う 。
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富 山大学名誉教授称号記授与式 を 実施
本 年 3 月 末及 び 4 月 1 日 を も っ て退官 さ れ た 8 名 の 方
に 本学 名 誉教授の称号 を 授 与す る こ と が決 定 さ れ， 去 る
4 月 24 日 （火） 学長室 に お い て 時津学長か ら 称号記が
授 与 さ れ ま し た 。
新た に 名 誉教授 と な ら れた 方 は 次 の と お り です。
・ 中 本 昌 年氏 （元人文学部教授）
・ 新井文男氏 （元教育学部教授）
－ 泉野佐一氏 （元教育学部教授）
・ 相 馬恒雄氏 （元教育学部教授）
・ 駒城鎮一氏 （元経済学部教授）
・ 高 木 光 司 郎氏 （元理 学部教授）
・ 葛 晋治氏 （元工学部教授）
・ 宮下 尚 氏 （元工学部教授）
平成1 3年度新任教員説明会 を 実施
4 月 4 日 （水） ， 黒 田 講 堂 会 議室 に お い て ， 平 成 1 3年
度新任教員 説 明 会 が 開 催 さ れ ま し た 。
こ の 説 明 会 は ， 本 学 の 新任教員 を 対 象 に 国立大学 を 取
り 巻 く 諸情勢， 本 学 の 教 育 ， 研究， 管理運営体制 及び諸
課題等 に つ い て 説 明 し ， 大学運営 に つ い て 理解 を 深 め る
こ と を 目 的 と し て お り ， 本 年 度 は 昨年 5 月 1 日 以降 に 着
任 さ れ た 教員 29人が参加 し ま し た 。
午 前 の 部で は， 時津学長か ら の 「本学 の 現 状 と 課題」
の 説 明 を 皮 切 り に ， 能登谷副学 長 の 「本学 の 教育 ・ 厚 生
補 導 体 制 に つ い て 」 ， 小 海 副 学 長 の 「本学 の 教養 教 育 に
つ い て 」 の 説 明 が行 わ れ ま し た 。
午 後 の 部 は， 坂 田 事 務 局長 か ら の 「大学改革等 に つ い
て 」 の 説 明 の 他， 「セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 等 の 防
止 に つ い て 」 （講師 ； 栗 本 セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン
ト 等対応委員会委員長） ， 「本学 の 管理運営 及び服務 に つ
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い てJ （講師 ； 新 田 総務部長） 及 び 「本 学 の 予 算 及 び 会
計 制 度 に つ い て 」 （講師 ； 通 山 経 理部長） に つ い て 熱心
な 説 明 が行 わ れ ま し た 。
ム挨拶 す る 時津学長
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山 口 昌 樹助教授が 日 経 B P 技術賞 （医療 ・ バイ オ部門） を受賞
4 月 6 日 （金） ， 山 口 昌 樹工 学部助教授が， 採血 に よ ら
ず， 歯 肉 と 歯 茎 の 聞 か ら 侵 出 す る 歯 肉 溝液で血糖値 を測
定す る ， 小型軽量の測定 シ ス テ ム を 開 発 し た 功 績 に 対 し ，
日 経 B P 社 の 日 経 B P 技術賞 C医療 ・ バ イ オ部門） を 受
賞 さ れ ま し た 。
山 口 助 教 授 は 物 質 生 命 シ ス テ ム 工学科所属で， 専 門 は
生命工学。
® ® ® ® @  
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
1 3. 4. 2 
外国出張 経済学部 教 授 荻 野 聡 ド イ ツ ド イ ツ行政行為論の研究
14. 2. 2 
イ タ リ ア の ア パ レ ル及びテキス タ 1 3. 4. 2 
教育学部 教 授 諸 岡 晴 美 イ タ l) ア イ ル に関す る感性工学的研究にお
け る 資料収集 1 3. 4. 1 1  
1 3. 4. 3 
人文学部 助教授 内 山 純 蔵 韓 国 動物考古学 に関する研究打合せ
14. 2. 2 
ヒ ト ゲ ノ ム研究の法的 ・ 倫理的規 1 3. 4. 9 経済学部 助教授 秋 葉 悦 子 イ タ ア 制 に 関する研究 1 3. 5. 1 0  
1 3. 4 .  1 9  
教育学部 教 授 佐 藤 幸 男 コ モ ロ 研究資料収集
1 3. 4. 30 
「経営戦略 と 組織J 等の研究討議 1 3. 4. 25 経済学部 助教授 清 家 彰 敏 中 国 を行 う 1 3. 5. 2 
「救貧制度か ら みた 1 9世紀前期オ 1 3. 4. 1 
海外研修 経済学部 講 師 大 西 吉 之 オ フ ン ダ ラ ンダ階層社会の特徴 とその変遷」
の研究 1 3. 9. 25 
1 3. 4. 2 
人文学部 講 師 和 田 と も 美 韓 国 朝鮮近代文学の資料調査
1 3. 4. 7 
I It"..,, llll I 助教控 第 3 回 ア ジアユース 女子選手権大 1 3. 4. 1 2  布 村 忠 広 タ イ ｜ 会開る融問 一 ン ヨニ ング ・ ア ン チ ド ー ピ ン グ コ ン ト 1 3. 4. 25 ロ ールに 関する研究
ス ポ ー ツ傷害の刑事責任 に関する 1 3. 4 .  14  経済学部 教 授 西 村 秀 二 カ ナ ダ カ ナ ダ法 の研究 1 3. 1 2. 28 
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第 l 回両生類 に お け る 内分泌撹乱 1 3. 4. 23 
理 学 部 教 授 内 山 実 フ フ ン ス 物質試験に関する 専門家会議に 出
席， 打合せ 1 3. 4. 29 
第2 2 回 画像符号化 シ ン ポ ジ ウ ム 1 3. 4. 24 工 学 部 助教授 堀 田 裕 弘 韓 国 ( P C S  2001 ) に 出席， 発表 1 3. 4. 28 
司副司』司
[! 
4 月 3 日 運営会議
富 山 大 学 の 在 り 方 に 関 す る 検 討特別委員会
4 日 平成13年度新任教員説明会
5 日 セ ク シ ャ ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 等対応委員会
水質保全セ ン タ ー 運営委員会
9 日 新入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
自 己点検評価委員会
富 山 県 イ ン タ ー ン シ ッ プ運営委員会 （富山第
一 ホ テル）
1 0 日 平成13年度入学式 （富 山 市芸術文化 ホ ー ル）
学生部 ・ 学 生 団 体 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン （富山
市芸術文化 ホ ー ル）
1 1 日 学長候補者選挙管理委員会
学生団体 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン （富 山 市 芸術文
化 ホ ー ル）
1 2 日 学長候補者選考本選挙不在者投票
TOM、S Magazine 編集委員会
国際交流委員会 留学生部会
1 3 日 事務協議会
国 立 大 学 の 設置形態 に 関す る 検討特別委員会
総務委員会
1 6 日 運営会議
1 7 日 学長候補者選挙管理委員会
学長候補者選挙
臨時評議会
1 8 日 国 際交流委員 会学術交流部会
教養教育企 画 専 門 委 員 会
教養教育実施 専 門 委 員 会 ・ 同 運営協議会
Campus News 編集委員会
公務員採用 試験説明会
放射性 同位元 素 総合実験室運営委員会
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1 9 日 安全管理委員会放射性物質専 門委員会
教育学研究科新設専修 （社会科教育専修， 英
語教育専修） 入学式
東海 ・ 北陸地 区 国 立 学校等会計系 部課長会議
（於：三重大学）









25 日 総務委員会 発 明 審査専門委員会 （持 ち 回 り ）
26 日 学長候補者選挙管理委員会
学生相談連絡会議
27 日 国 際交流委員会留学生部会
学生生活委員会
国 立大学の 設置形態 に 関 す る 検討特別委員会
｜ 人 文 学 部 ｜
4 月 9 日 学部将来計画委員会
学部総務委 員 会
学部学生生活 ・ 就職指導委員会




1 2 日 学部教務委員会
1 3 日 学部教務委 員 会
1 8 日 学部 自 己点検評価委員会
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学部将来計画委員会 学部入学試験委員会
学部広報委員会 「総合 的 な 学習 の 時 間 J に 関 す る 教育運営協
20 日 学部教務委員会 議会
学部入学試験委員会 26 日 学部学生生活委員会
25 日 教授会 （人事） 教育学部及び附属学校 圏 共 同 研究 プ ロ ジ ェ ク
教授会 ト 運営委員会
学部学生生活 ・ 就職指導委員会 27 日 大学院連合 教育学研究科 （博士課程） 設置構
27 日 学部総務委員会 想委員会 （於 ： 愛知教育大学）
学部紀要編集委員会
育 学 学部予算委員会
4 月 5 日 学部教務委員会 済 学
教育学研究科委員会 小委員会
学部学生生活委員会 4 月 4 日 学部教務委員会
附属小学校第 1 学期始業式 6 日 学部学生生活委員会





附 属 中 学校第 1 学期始業式 9 日 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン （教養教育 関係）
7 日 附属養護学校及び附属幼稚園第 1 学期始業式 1 1 日 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン （昼間主 コ ー ス ）
9 日 教育学研究科新設専修 （社会科教育専修， 英 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン （夜間主 コ ー ス ）
語教育専修） 入学試験 1 2 日 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン （第 3 年次編入学） （昼
学部新入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン （そ の 1 ) 問 主 コ ー ス ）
附 属 中 学校及び附属養護学校入学式 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン （第 3 年 次編 入 学） （夜
10 日 教育学研究科委員会 小委員会 問 主 コ ー ス ）
教育学研究科委員会 24 日 学部教務委員会
大学新入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 26 日 図書等委員会
附属幼稚 園 入 園 式 学部入学試験委員会
1 1 日 教育学研究科新設専修 （社会科教育専修． 英 27 日 学部国 際交流委員会
語教育専修） 合格発表
学部新入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン （そ の 2 ) 学
1 2 日 学部新入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン （そ の 3 )
介護等体験オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 4 月 5 日 学科長会議
1 3 日 学部授業開始 1 0 日 大学院理工学研究科博士後期課程部会
18 日 学部将来計画委員会 1 1 日 大学院理工学研究科博 士 前 期 課程理学部会
1 9 日 教育学研究科新設専修 （社会科教育専修， 英 教授会
語教育専修） 新入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 人事教授会
20 日 教育学研究科授業開始 1 2 日 学部安全管理委員会排水安全専門委員会
2 1 ～22 日 新入生研修 （於 ： 国 立 立 山 少 年 自 然 の 家） 18 日 学部施設委員会
25 日 教育方法 （ F D ） 推進検討委員会 1 9 日 学部学生生活委員会
学部教務委員会 25 日 学科長会議
学部 自 己点検評価委員会 大学院理 工学研究科博士後期課程部会
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学
山町」 ｜ 保健管理セ ン タ ー ｜
4 月 5 日 学部教務委 員会
6 日 学部学生生活委員会
9 日 学部就職指導委員会
1 0 日 学部運営委員会
教授会
専任教授会











4 月 1 9 日 保健管理セ ン タ 一 自 己点検評価委員会
｜ 糊鯛概センター ｜
4 月 6 日 運営委員会 （持 ち 回 り ）
1 7 日 運営委員会 （持 ち 回 り ）
25 日 運営委員会 （持 ち 回 り ）
水素同位体科学研究センター
4 月 1 7 日 運営委員会 （持 ち 回 り ）
25 日 運営委員会
25 日 専 門 委 員 会
放射性同位元素総合実験室
4 月 1 8 日 運営委員会
｜ 附 属 図 書 館 ｜
4 月 1 9 日 オ ン ラ イ ン ジ ャ ー ナ ル編 集 ・ 出 版 シ ス テ ム 説
明 会 （於 ： 富 山 大 学総合情報処理セ ン タ ー
4 階 ソ ウ ト ウ ェ ア 演習室）
26～27 日 第52回北信越地 区国立大学図書館協議会 （於 ：
K K  R ホ テル金沢）
企 学長候補者選挙投票風景
編 集 富 山大学総務部企画室 干930 - 8555富 山市五福3190 TEL . (076) 445 - 6029 FAX. (076) 445 - 6033 
印刷所 あ けぼの企画欄 干930 一 0031 富 山市住吉町 1 - 5 - 8 TEL . (076) 424 - 1 755 FAX . (076) 423 - 8899 
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